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一
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
九
）
山
本
和
義
蔡
　
　
毅
中
　
裕
史
中
　
純
子
原
田
直
枝
西
岡
　
淳
（
南
山
読
蘇
会
）
中
国
宋
代
の
詩
人
蘇
軾
の
以
下
の
作
品
に
つ
い
て
注
解
を
施
す
。
括
弧
内
の
数
字
は
東
北
大
学
中
国
文
学
研
究
室
作
成
『
蘇
東
坡
詩
作
品
表
』
に
よ
る
通
し
番
号
。
表
弟
程
徳
孺
が
生
日
（
一
九
六
二
）
七
年
九
月
に
広
陵
自
り
召
還
せ
ら
れ
て
復
た
浴
室
の
東
堂
に
館
り
す
、
八
年
六
月
に
会
稽
を
乞
い
て
将
に
去
ら
ん
と
す
、
汶
公　
詩
を
乞
う
、
乃
ち
復
た
前
韻
を
用
う
（
一
九
六
三
〜
一
九
六
五
）
呉
子
野　
将
に
出
家
せ
ん
と
す
、
贈
る
に
扇
山
・
枕
屏
を
以
て
す
（
一
九
六
六
）
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二
謝
運
使
仲
適
の
座
上
に
て
王
敏
仲
が
北
に
使
す
る
を
送
る
（
一
九
七
〇
）
丹
元
子
が
示
す
所
の
李
太
白
が
真
に
書
す
（
一
九
七
一
）
曽
仲
錫
承
議
が
蜜
漬
の
生
茘
支
を
食
ら
う
に
次
韻
す
（
一
九
七
二
）
大
行
太
皇
太
后
高
氏
の
挽
詞　
二
首
（
一
九
七
三
・
一
九
七
四
）
再
び
曽
仲
錫
が
「
茘
支
」
に
次
韻
す
（
一
九
七
五
）
滕
大
夫
に
次
韻
す　
三
首　
雪
浪
石
（
一
九
七
六
）
一
九
六
二
（
施
三
四
―
三
）
表
弟
程
德
孺
生
日
表ひよう
弟てい
程てい
徳とく
孺じゆ
が
生せい
日じつ
１　
仗
下
千
官
散
紫
庭 
 
  
仗じよう
下さが
り
て　
千せん
官かん　
紫し
庭てい
に
散さん
じ
2　
時
聞
小
語
說
蘇
程 
 
 
時とき
に
聞き
く　
小しよう
語ご
の
蘇そ
・
程てい
を
説と
く
を
3　
長
身
自
昔
傳
甥
舅 
 
  
長ちよう
身しん　
昔むかし
自よ
り
甥せい
舅きゆう
を
伝つた
え
4　
壽
骨
遙
知
是
弟
兄＊ 
 
 
寿じゆ
骨こつ　
遥はる
か
に
知し
る
、
是こ
れ
弟てい
兄けい
な
る
を
5　
曾
活
萬
人
寧
望
報＊＊ 
 
 
曽かつ
て
万ばん
人にん
を
活い
か
し
て
寧むし
ろ
報むく
い
を
望のぞ
ま
ん
や
6　
祗
求
五
畝
却
歸
耕　
　
　
祗た
だ
五ご
畝ほ
を
求もと
め
て
却しりぞ
き
て
帰き
耕こう
せ
ん
と
す
る
の
み
7　
四
朝
遺
老
凋
零
盡　
　
　
四し
朝ちよう
の
遺い
老ろう　
凋ちよう
零れい
し
尽つ
く
し
8　
鶴
髮
他
年
幾
箇
迎　
　
　
鶴かく
髮はつ　
他た
年ねん
幾いく
箇こ
か
迎むか
え
ん
〔
原
注
〕
予
與
君
皆
壽
骨
貫
耳
、
班
列
中
多
指
予
二
人
、
不
問
而
知
其
爲
中
表
也
（
予よ
は
君きみ
と
皆み
な
寿じゆ
骨こつ
貫つら
ぬく
耳のみ
、
班はん
列れつ
の
中うち
に
多おお
138
南山読蘇会
三
く
予よ
二ふた
り人
を
指ゆび
さ
す
も
、
問と
わ
ず
し
て
其そ
の
中
ち
ゆ
う
表ひよう
為た
る
を
知し
る
な
り
）
〔
＊
＊
〕
君
在
楚
州
、
予
在
杭
州
、
皆
遇
饑
歲
、
活
數
萬
人
（
君きみ
は
楚そ
州しゆ
うに
在あ
り
、
予よ
は
杭こう
州しゆ
うに
在あ
り
、
皆み
な
饑き
歳さい
に
遇あ
う
も
、
数すう
万まん
人にん
を
活い
か
す
）
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
時
に
礼
部
尚
書
と
し
て
べ
ん
京けい
（
開
封
）
に
在
っ
た
。
○
宋
本
で
は
生
日
の
下
に
「
一
首
」
と
付
さ
れ
て
い
る
。
○
表
弟
程
徳
孺　
程
徳
孺
は
、
程てい
之し
元げん
の
こ
と
。
徳
孺
は
そ
の
字あざな。
蘇
軾
の
母
は
、
程
氏
か
ら
嫁
い
で
き
た
。
ま
た
蘇
軾
の
姉
は
、
徳
孺
の
兄
之し
才さい
（
字あざなは
正
輔
）
に
嫁
い
で
い
る
。
そ
の
関
係
か
ら
表
弟
と
い
う
。
施
注
に
よ
れ
ば
、程
徳
孺
は
元
祐
七
年（
一
〇
九
二
）六
月
に
嶺
外
か
ら
都
に
も
ど
り
、主
客
郎
中
と
な
っ
て
い
る
。『
蘇
軾
詩
注
解（
二
十
六
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
三
四
の
詩
の
注
を
参
照
。
1
○
仗
下　
仗
は
、こ
こ
で
は
儀
仗
兵
の
こ
と
。『
新
唐
書
』
儀
衛
志
に
「
凡およ
そ
朝
会
の
仗
は
三
衛
番かわるが
わ
る
上
り
、分
け
て
五
仗
と
為
し
、
衙
内
五
衛
と
号
す
」と
あ
る
。
仗
下
は
、儀
仗
兵
が
役
目
を
終
え
て
下
が
る
こ
と
。「
春
貼
子
詞
」の「
太
皇
太
后
閤　
六
首
」そ
の
三（『
合
注
』
巻
四
六
）
に
「
仗
下さが
り
て
春
朝
散
じ
、
宮
中
に
（
時
を
告
げ
る
）
昼
漏
稀
な
り
」
と
あ
る
。
○
千
官　
朝
会
の
た
め
に
宮
殿
に
集
う
あ
ま
た
の
官
僚
た
ち
を
い
う
。
岑
参
「
中
書
舍
人
の
賈か
至し
の
早
く
大
明
宮
に
朝
す
る
に
和
し
奉
る
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
二
〇
一
）
に
「
金
闕
の
暁
鐘　
万
戸
を
開
き
、玉
階
の
仙
仗　
千
官
を
擁まも
る
」
と
あ
る
。
○
紫
庭　
宮
城
。
白
居
易
「
驃
国
の
楽
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
）
に
「
徳
宗　
仗
を
立
て
て　
紫
庭
に
御
し
、黈とう
纊こう　
塞ふさ
が
ず　
爾なんじが
為ため
に
聴
く
」
と
あ
る
。
2
○
時
聞
小
語　
『
合
注
』
で
は
「
微
聞
偶
語
」
と
す
る
が
、
宋
本
に
従
う
。
小
語
は
、
声
を
ひ
そ
め
て
話
す
こ
と
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
四
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
〇
七
の
詩
の
注
を
参
照
。
3 
4
○
長
身
・
寿
骨
二
句　
長
身
は
、
背
が
高
い
こ
と
。「
劉
景
文
が
西
湖
の
席
上
に
次
韻
す
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
一
）』）
に
、
劉
景
文
と
蘇
軾
自
身
に
つ
い
て
「
二
老
の
長
身　
両
峰
屹そば
だつ
、
常
に
大
呂
を
撞つ
い
て
黄
鍾
に
応
ず
」
と
詠
じ
て
い
る
。
寿
骨
は
、長
寿
の
骨
相
。
髪
の
生
え
際
に
隆
起
す
る
骨
だ
と
い
う
。「
致
仕
張ちよう
郎ろう
中ちゆ
うの
「
春
に
書
す
」
に
和
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
四
一
四
頁
）
を
参
照
。『
四
河
入
海
』
巻
二
二
の
四
の
一
韓
智ち
翃こう
の
聞
書
に
「
骨
グ
ミ
モ
寿いのちナ
ガ
カ
リ
シ
サ
ウ
ナ
ゾ
、
是
ノ
二
人
ハ
異
姓
ノ
兄
弟
ゾ
ト
云
（
フ
）
テ
、
千
官
ガ
小
語
ス
ル
ヲ
聞
（
ク
）
ゾ
、
甥むこ
ノ
家
ハ
東
坡
ゾ
、
舅しうとノ
家
ハ
徳
孺
ゾ
」
と
あ
る
。
5
○
曽
活
一
句　
『
後
漢
書
』
和わ
熹き
鄧
皇
后
紀
に
「
后
の
叔
父
の
陔がい
（
鄧
陔
）
言
う
、「
常かつ
て
聞
く
に
、
千
人
を
活
か
す
者
は
、
子
孫　
封
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四
ぜ
ら
る
る
こ
と
有
り
」
と
」
と
あ
る
。
望
報
は
、自
分
の
行
い
に
酬
い
を
求
め
る
こ
と
。
白
居
易
「
放
魚
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
）
に
「
恩
を
施
す
は
即
ち
報
い
を
望
む
、
吾
は
斯し
人じん
の
徒と
に
非あら
ず
」
と
あ
る
。『
維
摩
経
』
菩
薩
品
（『
大
正
蔵
』
第
一
四
巻
）
に
「
布
施
是
れ
道
場
な
り
、
報
い
を
望
ま
ざ
る
が
故
な
り
」
と
あ
る
。
蘇
軾
は
杭
州
刺
史
で
あ
っ
た
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
に
、
石
門
河
と
い
う
運
河
を
開
通
さ
せ
、
長
年
激
し
い
流
れ
に
多
く
の
人
命
が
の
み
こ
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
阻
止
す
る
よ
う
に
建
議
し
た
。
そ
の
旨
が
、「
石
門
河
を
開
く
を
相
し
よ
う
度たく
す
る
を
乞
う
状
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
二
）
に
み
え
る
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
七
五
一
・
一
七
五
二
の
詩
の
注
を
参
照
。
6
○
祗
求
一
句　
五
畝
は
、
中
国
古
代
で
は
約
九
ア
ー
ル
の
耕
地
。「
徑
山
の
道
中
、
次
韻
し
て
周
長
官
に
答
え
、
兼
ね
て
蘇
寺
丞
に
贈
る
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
八
九
頁
）
を
参
照
。
帰
耕
は
、
故
郷
に
帰
っ
て
伝
来
の
墳
墓
を
ま
も
り
農
事
に
つ
と
め
る
こ
と
。「
二
十
七
日
、
陽よう
平へい
自よ
り
斜や
谷こく
に
至
り
…
…
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
四
六
二
頁
）
に
「
何いず
れ
の
時
か
帰
耕
せ
ん　
江
上
の
田
に
、
一
夜　
心
は
逐
う　
南なん
飛ぴ
の
鵠こく
」
と
あ
る
。
7
○
四
朝
一
句　
四
朝
は
、
蘇
軾
と
程
徳
孺
が
こ
れ
ま
で
仕
え
て
き
た
仁
宗
・
英
宗
・
神
宗
・
哲
宗
の
四
代
の
朝
廷
を
さ
す
。
遺
老
は
、
老
臣
や
故
老
の
こ
と
。
韓
「
李
司
勲
が
連
昌
宮
に
過よぎ
る
に
和
す
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
一
〇
）
に
「
宮
前
の
遺
老
来きた
り
て
相
問
う
、
今
是
れ
開
元
幾
葉
の
孫
な
り
や
、
と
」
と
あ
る
。
凋
零
は
、
人
が
亡
く
な
る
こ
と
。
白
居
易
「（
劉
）
夢
得
に
代
わ
り
て
吟
ず
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
五
）
に
「
後
来
変
化
し　
三
分
は
貴
く
、
同
輩
凋
零
し　
太
半
は
無
し
」
と
あ
る
。
8
○
鶴
髪　
長
寿
を
こ
と
ほ
ぐ
意
を
含
め
て
白
髪
を
い
う
。「
朱しゆ
寿じゆ
昌しよう
郎
中
、
少わか
く
し
て
母
の
在
る
所
を
知
ら
ず
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
三
八
二
頁
）
を
参
照
。
こ
こ
で
は
、
蘇
軾
と
程
徳
孺
の
ふ
た
り
を
指
す
と
考
え
る
。
○
〔
原
注
〕　
寿
骨
は
、3 
4
句
の
注
を
参
照
。
班
列
は
、朝
廷
に
侍
す
る
官
僚
の
列
。
白
居
易
「
適
意　
二
首
」
そ
の
二
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
）
に
「
中
年　
班
列
を
忝
か
た
じ
け
なう
し
、
備つぶさに
朝
廷
の
事
を
見
る
」
と
あ
る
。
中
表
は
、
祖
父
や
父
親
の
姉
妹
の
子
、
ま
た
は
祖
母
や
母
親
の
兄
弟
姉
妹
の
子
と
い
う
親
戚
関
係
を
さ
す
。
蔡
邕
「
貞
節
先
生
范
史
雲
の
銘
」（『
蔡
中
郎
集
』
巻
六
）
に
「
君　
其
の
罪
に
罹かか
り
、
門
を
閉
じ
静
居
す
、
九
族
・
中
表
、
其
の
面
を
見
る
莫な
し
」
と
あ
る
。
○
〔
＊
＊
〕　
君
在
楚
州
は
、
程
徳
孺
が
楚
州
（
江
蘇
省
）
の
知
事
で
あ
っ
た
と
き
を
さ
す
。
楚
州
に
着
任
し
た
の
は
、「
表
弟
程
六
が
楚
州
に
知
た
る
を
送
る
」
詩
（『
合
注
』
巻
二
七
）
が
作
ら
れ
た
元
祐
元
年（
一
〇
八
六
）三
月
以
降
の
こ
と
。
予
在
杭
州
は
、蘇
軾
が
杭
州（
浙
江
省
）の
知
事
で
あ
っ
た
元
祐
四
年（
一
〇
八
九
）
か
ら
、
翰
林
学
士
承
旨
と
し
て
都
に
召
還
さ
れ
た
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
ま
で
を
さ
す
。
活
数
万
人
は
、
5
句
の
注
を
参
照
。
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五
　
儀
仗
兵
が
さ
が
り
、
官
僚
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
に
宮
城
か
ら
離
れ
去
っ
て
ゆ
く
お
り
し
も
、（
そ
の
人
た
ち
の
中
か
ら
）
蘇
軾
と
程
徳
孺
の
こ
と
を
小
声
で
さ
さ
や
く
の
が
聞
こ
え
て
き
た
。
昔
か
ら
長
身
の
血
筋
で
は
あ
る
が
、
め
で
た
き
骨
相
は
、
遠
く
よ
り
み
て
も
兄
弟
と
知
れ
る
、
と
。
　
か
つ
て
万
民
を
救
っ
た
の
は
、
け
っ
し
て
報
い
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
た
め
で
は
な
い
。
故
郷
に
し
り
ぞ
き
農
事
に
い
そ
し
む
た
め
に
わ
ず
か
な
田
地
を
求
め
た
だ
け
の
こ
と
だ
。
四
代
に
わ
た
っ
て
生
き
た
長
老
は
す
で
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
こ
の
老
人
た
ち
を
こ
れ
か
ら
は
誰
が
迎
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
。
一
九
六
三
〜
一
九
六
五
（
施
三
四
―
四
〜
六
）
七
年
九
月
自
廣
陵
召
還
復
館
於
浴
室
東
堂
八
年
六
月
乞
會
稽
將
去
汶
公
乞
詩
乃
復
用
前
七しち
年ねん
九く
月がつ
に
広こう
陵りよう
自よ
り
召
し
よ
う
還かん
せ
ら
れ
て
復ま
た
浴よく
室しつ
の
東とう
堂どう
に
館やど
り
す
。
八はち
年ねん
六ろく
月がつ
に
会かい
稽けい
を
乞こ
い
て
将まさ
に
去さ
ら
ん
と
す
。
汶もん
公こう　
詩し
を
乞こ
う
、
乃すなわち
復ま
た
前ぜん
韻いん
を
用もち
う
一
九
六
三
（
施
三
四
―
四
）
そ
の
一
1　
乞
郡
三
字
半
斜 
 
 
郡ぐん
を
乞こ
う
三さん
章しよう　
字じ
は
半なか
ば
斜なな
め
に
し
て
2　
廟
堂
傳
笑
眼
昏
花 
 
  
廟びよう
堂どう
伝つた
え
て
笑わら
わ
ん　
眼め　
昏こん
花か
す
、
と
3　
上
人
問
我
遲
留
意 
 
  
上しよう
人にん　
我わ
が
遅ち
留りゆう
の
意い
を
問と
う
4　
待
賜
頭
綱
八
餠
＊ 
 
 
頭とう
綱こう
八はち
餅へい
の
茶ちや
を
賜たまわ
ら
ん
こ
と
を
待ま
つ
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六
〔
原
注
〕
尙
書
學
士
得
賜
頭
綱
龍
一
斤
、
今
年
綱
到
最
遲
（
尚
し
よ
う
書しよ
学がく
士し
は
頭とう
綱こう
龍りゆう
茶ちや
一いつ
斤きん
を
賜たまわる
を
得う
。
今こん
年ねん　
綱こう
の
到いた
る
こ
と
最もつとも
遅おそ
し
）
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
七
年
九
月
自
広
陵
召
還　
蘇
軾
は
、
元
祐
七
年
正
月
、
揚
州
知
事
と
な
り
、
三
月
に
着
任
し
て
い
た
が
、
七
月
、
兵
部
尚
書
を
も
っ
て
召
還
せ
ら
れ
、
九
月
に
着
任
。
十
一
月
に
礼
部
尚
書
と
な
る
。
広
陵
は
、
揚
州
広
陵
郡
を
さ
す
。
○
浴
室
東
堂　
開
封
の
寺
院
興
国
寺
の
浴
室
院
の
東
堂
の
こ
と
。
作
品
番
号
一
七
八
〇
〜
一
七
八
二
「
元
祐
六
年
六
月
、
杭
州
自よ
り
召
還
せ
ら
る
、
汶
公　
我
を
東
堂
に
館やど
ら
し
む
。
旧
詩
巻
を
閲み
て
諸
公
の
韻
に
次
す　
三
首
」（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
二
）』）
の
注
を
参
照
。
○
乞
会
稽　
会
稽
は
越
州
（
浙
江
省
）
を
い
う
。『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
元
祐
七
年
十
一
月
癸
卯
（
二
十
三
日
）
の
条
に
「
兵
部
尚
書
蘇
軾
が
越
州
を
乞
う
も
、允ゆる
さ
ず
」
と
あ
り
、
元
祐
八
年
六
月
甲
寅
（
八
日
）
の
条
に
「
礼
部
尚
書
蘇
軾
が
知
越
州
を
乞
う
も
、
詔
し
て
允ゆる
さ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
都
の
要
職
を
離
れ
て
越
州
の
知
事
に
転
出
す
る
こ
と
を
、
蘇
軾
は
た
び
た
び
請
願
し
て
い
る
。
○
汶
公　
開
封
の
寺
院
興
国
寺
の
僧
侶
慧え
汶もん
（
号
は
法
真
）
の
こ
と
。
○
用
前
韻　
作
品
番
号
一
七
八
〇
〜
一
七
八
二
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
二
）』）
の
韻
を
用
い
て
い
る
。
前
韻
の
あ
と
に
「
三
首
」
を
付
す
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
宋
本
に
し
た
が
う
。
1
○
乞
郡
一
句　
題
注
参
照
。
こ
こ
で
の
章
は
、
臣
下
か
ら
君
主
へ
の
奏
上
文
を
さ
す
。
三
章
は
、「
兵
部
尚
書
に
任
ぜ
ら
れ
て
外
郡
を
乞
う
劄さつ
子し
」・「
両
職
を
辞
し
て
幷
び
に
郡
を
乞
う
劄
子
」・「
越
州
を
乞
う
劄
子
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
七
）
の
三
通
の
奏
上
文
を
さ
す
。
字
半
斜
は
、
文
字
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。
蘇
軾
の
楷
書
や
行
書
は
、
特
に
右
方
が
肩
上
が
り
に
な
る
傾
向
が
、
彼
の
墨
跡
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。「
九
日
、
仲
ち
ゆ
う
屯とん
田でん
を
邀むか
う
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
三
六
二
頁
）
を
参
照
。
2
○
廟
堂
一
句　
廟
堂
は
、
朝
廷
の
こ
と
。「
張
ち
よ
う
安あん
道どう
が
楽
全
堂
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
五
七
五
頁
）
を
参
照
。
昏
花
は
、
年
老
い
て
目
が
み
え
に
く
い
こ
と
。
白
居
易
「
病
中
に
経
を
看
て
諸
道
侶
に
贈
る
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
六
）
に
「
右
眼
は
昏
花　
左
足
は
風ふう
、
金きん
篦ぺい
・
石
水
を
用
う
れ
ど
も
功
無
し
（
金
篦
は
眼
病
の
薬
、
石
水
は
中
風
の
薬
）」
と
あ
る
。
3
○
上
人
一
句　
上
人
は
僧
侶
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
汶もん
公こう
を
さ
す
。
遅
留
は
、
長
く
滞
在
す
る
こ
と
。「
次
韻
し
て
邦
直
・
子
由
に
答
う　
四
首
」
そ
の
四
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
二
六
七
頁
）
を
参
照
。
4
○
待
賜
一
句　
頭
綱
は
、
初
荷
の
茶
の
こ
と
。
作
品
番
号
一
六
五
四
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
六
）』）
の
詩
の
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七
注
を
参
照
。
餅
は
、
固
形
状
の
茶
。
○
〔
原
注
〕　
元
祐
七
年
十
一
月
か
ら
蘇
軾
は
礼
部
尚
書
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
尚
書
学
士
は
そ
の
こ
と
を
さ
す
。
頭
綱
は
、
4
句
の
注
を
参
照
。
龍
茶
は
、
当
時
最
高
級
と
さ
れ
た
「
小
龍
団
」
の
茶
。
欧
陽
修
「
帰
田
録
」（『
欧
陽
文
忠
公
文
集
』
巻
一
二
七
）
に
「
茶
の
品
は
、龍
鳳
よ
り
貴
き
は
莫な
し
。
之
を
団
茶
と
謂
う
。
凡
そ
八
餅
、重
さ
一
斤
な
り
。
慶
暦
中
（
一
〇
四
一
〜
四
八
）、
蔡さい
君くん
謨ぼ
が
福
建
路
転
運
使
為た
り
し
と
き
、
始
め
て
小
片
の
龍
茶
を
造
り
て
以
て
進
む
。
其
の
品
は
絶
精
に
し
て
之
を
小
団
と
謂
う
」
と
あ
る
。
　
会
稽
へ
の
赴
任
を
乞
う
三
度
の
上
奏
文
の
文
字
は
斜
め
に
い
が
み
、
こ
の
老
眼
は
宮
中
の
お
笑
い
ぐ
さ
。
上
人
ど
の
は
わ
た
し
が
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
わ
け
を
お
尋
ね
に
な
る
が
、
初
荷
の
お
茶
八
餅
を
帝
か
ら
賜
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
だ
。
一
九
六
四
（
施
三
四
―
五
）
そ
の
二
1　
繞
吳
山
却
月
廊 
 
 
夢ゆめ
は
繞めぐ
る　
呉ご
山ざん
の
却きやく
月げつ
廊ろう
2　
白
梅
盧
橘
覺
猶
香＊ 
 
 
白はく
梅ばい　
盧ろ
橘きつ　
覚さ
め
て
猶な
お
香かんば
し
3　
會
稽
且
作
須
臾
意 
 
 
会かい
稽けい　
且しばら
く
須しゆ
臾ゆ
の
意い
を
作な
す
も
4　
從
此
歸
田
䇿
最
良　
　
　
此こ
れ
従よ
り
帰き
田でん　
䇿さく
最もつと
も
良よ
し
〔
原
注
〕
杭
州
梵
天
寺
有
月
廊
數
百
閒
、
寺
中
多
白
楊
梅
盧
橘
（
杭こう
州しゆ
うの
梵ぼん
天てん
寺じ
に
月げつ
廊ろう
の
数すう
百ひやく
間けん
な
る
も
の
有あ
り
、
寺じ
中ちゆ
うに
白はく
楊よう
梅ばい
・
盧ろ
橘きつ
多おお
し
）
1
○
夢
繞
一
句　
呉
山
は
、
杭
州
城
内
の
西
南
隅
に
あ
る
な
だ
ら
か
に
続
く
丘
陵
地
の
名
。「
法
恵
寺
の
横
翠
閣
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
四
七
七
頁
）
を
参
照
。
却
月
は
、
唐
代
に
流
行
し
た
眉
形
。
却
月
廊
は
、
眉
形
の
、
室
外
の
屋
根
の
あ
る
廊
下
。
2
○
白
梅
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八
一
句　
白
梅
は
、
白
楊
梅
（
白
い
ヤ
マ
モ
モ
）
の
こ
と
。『
証
類
本
草
』
巻
二
三
に
「
楊
梅
は
、
…
…
其
の
樹
は
荔
枝
の
樹
の
若ごと
く
し
て
葉
は
細
く
陰
青
な
り
。
其
の
形
は
水
楊
子
（
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
）
に
似
て
、
生
は
青
、
熟
す
れ
ば
紅
、
肉
は
核
上
に
在
り
、
皮
殻
無
し
。
江
南
・
嶺
南
の
山
谷
に
生
ず
。
四
月
五
月
に
採
る
」
と
あ
る
。「
辯
才
法
師　
復
た
上
天
竺
に
帰
る
と
聞
き
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
五
八
五
頁
）
を
参
照
。
盧
橘
は
、
ビ
ワ
の
こ
と
。「
蘇
軾
詩
注
解
（
四
）」
に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
二
八
の
詩
の
注
を
参
照
。
3
○
会
稽
一
句　
会
稽
は
、
越
州
。
須
臾
は
、
つ
か
の
間
。「
潁
州
に
し
て
初
め
て
子
由
に
別
る　
二
首
」
そ
の
一
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
一
〇
三
頁
）
に
「
留
連
す
る
は
益
無
き
を
知
れ
ど
も
、
此
の
須
臾
の
景
を
惜
し
む
」
と
あ
る
。
4
○
従
此
一
句　
帰
田
は
、
官
を
辞
し
て
故
郷
に
帰
り
農
事
に
務
め
る
こ
と
。
○
〔
原
注
〕　
梵
天
寺
に
つ
い
て
は
、「
梵
天
寺
に
て
僧
守
詮
の
小
詩
を
見
る
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
三
六
六
頁
）
を
参
照
。
　
夢
魂
は
呉
山
の
梵
天
寺
の
眉
形
の
回
廊
を
め
ぐ
り
、夢
覚
め
て
な
お
白
い
ヤ
マ
モ
モ
や
ビ
ワ
の
香
が
た
だ
よ
う
よ
う
だ
。（
だ
が
）
こ
の
会
稽
ゆ
き
も
と
り
あ
え
ず
の
こ
と
、
一
番
の
良
策
は
こ
れ
よ
り
故
郷
に
戻
る
こ
と
だ
。
一
九
六
五
（
施
三
四
―
六
）
そ
の
三
1　
東
南
此
去
幾
時
歸 
 
 
東とう
南なん
此ここ
よ
り
去さ
り
て
幾いく
時とき
か
帰かえ
ら
ん
2　
倦
鳥
孤
雲
豈
有
期 
 
 
倦けん
鳥ちよう　
孤こ
雲うん　
豈あ
に
期き
有あ
ら
ん
や
3　
斷
送
一
生
消
底
物 
 
 
一いつ
生しよう
を
断だん
送そう
す
る
に　
底なに
物もの
を
か
消け
す
4　
三
年
光
景
六
篇
詩 
 
 
三さん
年ねん
の
光こう
景けい　
六ろく
篇へん
の
詩し
１
○
東
南
一
句　
汶
公
の
問
い
か
け
の
句
。
東
南
は
、
都
開
封
か
ら
越
州
へ
と
向
か
う
方
角
。
東
南
此
去
を
王
本
で
は
南
来
去
此
に
つ
く
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九
る
。
２
○
倦
鳥
一
句　
蘇
軾
の
返
答
の
句
。
倦
鳥
・
孤
雲
は
、
世
捨
て
人
を
い
う
。
陶
淵
明
「
帰
去
来
兮
の
辞　
幷
び
に
序
」（『
陶
淵
明
集
』
巻
五
）
の
「
雲
は
無
心
に
以
て
岫みね
を
出
で
、
鳥
は
飛
ぶ
に
倦あ
き
て
還かえ
る
を
知
る
」
を
意
識
し
た
言
葉
。
3
○
断
送
一
句　
汶
公
の
問
い
か
け
の
句
。
断
送
は
、
時
を
送
る
こ
と
。
韓
「
遣
興
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
九
）
に
「
一
生
を
断
送
す
る
は
惟
だ
酒
有
り
、
百
計
を
尋
思
す
る
は
間かん
（
閑
）
に
如
か
ず
」
と
あ
る
。
底
物
は
、何
物
に
同
じ
。
魚
玄
機
「
飛
卿
に
寄
す
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
四
）
に
「
嵇
君　
書
札
に
嬾ものうし
、
底なに
物もの
か
秋
情
を
慰
め
ん
」
と
あ
る
。
杜
甫
「
解
悶　
十
二
首
」
そ
の
七
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
七
）
に
「
性
霊
を
陶
冶
す
る
は
底なに
物もの
か
存
す
る
、
新
詩
改
め
罷や
め
て
自
ら
長
吟
す
」
と
あ
る
。
4
○
三
年
一
句　
蘇
軾
の
返
答
の
句
。
三
年
は
、「
元
祐
六
年
六
月
、杭
州
自
り
召
還
せ
ら
る
。
汶
公　
我
を
東
堂
に
館やど
ら
し
む
。
旧
詩
巻
を
閲
て
諸
公
の
韻
に
次
す　
三
首
」（『
蘇
軾
詩
注
解（
十
二
）』）
を
作
成
し
て
か
ら
、
本
詩
完
成
ま
で
の
歳
月
。
光
景
は
、
時
間
の
こ
と
。
李
白
「
相
逢
行
」（『
李
太
白
全
集
』
巻
六
）
に
「
光
景
は
人
を
待
た
ず
、
須
臾
に
し
て
髪
は
糸
と
成
る
」
と
あ
る
。
六
篇
詩
は
、
前
掲
の
詩
三
首
と
本
詩
三
首
を
さ
す
。
　
こ
こ
か
ら
東
南
へ
去
っ
て
（
越
州
へ
い
け
ば
）
い
つ
帰
っ
て
く
る
の
か
。
飛
ぶ
の
に
倦
ん
だ
鳥
や
、
一
片
の
は
な
れ
雲
に
は
、
時
の
制
約
な
ど
は
な
い
。
一
生
の
時
間
は
何
を
し
て
潰
す
の
か
。
こ
の
三
年
間
に
六
篇
の
絶
句
を
作
っ
た
よ
う
に
。
 
（
担
当　
中　
純
子
）
一
九
六
六
（
施
三
四
―
七
）
吳
子
野
將
出
家
贈
以
扇
山
枕
屛
呉ご
子し
野や　
将まさ
に
出
し
ゆ
つ
家け
せ
ん
と
す
、
贈おく
る
に
扇せん
山ざん
・
枕ちん
屛びよ
うを
以もつ
て
す
1　
峨
峨
扇
中
山 
 
 
峨が
峨が
た
り　
扇せん
中ちゆう
の
山やま
2　
絕
壁
信
天
剖 
 
 
絶ぜつ
壁ぺき　
信まこと
に
天てん
の
剖さ
く
と
こ
ろ
3　
誰
知
大
圓
鏡 
 
 
誰たれ
か
知し
ら
ん　
大だい
円えん
鏡きよう
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一
〇
4　
衡
霍
入
戶
牖 
 
 
衡こう
霍かく　
戸こ
牖ゆう
に
入い
る
を
5　
得
之
老
月
師 
 
 
之これ
を
老ろう
月げつ
師し
に
得え
た
り
6　
畫
者
一
醉
叟 
 
 
画えが
く
者もの
は
一いち
酔すい
叟そう
7　
常
疑
人
胸 
 
 
常つね
に
疑うたが
う　
若
か
く
の
ご
と
き
人ひと
の
胸むね
8　
自
有
雲
 
 
 
自
お
の
ず
か
ら
雲うん
夢ぽう
の
そ
う
有あ
る
か
、
と
9　
千
巖
在
掌
握 
 
 
千せん
巖がん　
掌しよう
握あく
に
在あ
り
10　
用
舍
彈
指
久 
 
 
用よう
舎しや　
弾だん
指し
久ひさ
し
11　
低
昂
不
自
知 
 
 
低てい
昂こう　
自みずか
ら
知し
ら
ず
12　
恨
寄
兒
女
手 
 
 
恨うら
む
ら
く
は
児じ
女じよ
の
手て
に
寄よ
せ
ん
こ
と
を
13　
短
屛
雖
曲
折 
 
 
短たん
屛びよう　
曲きよく
折せつ
す
と
雖いえど
も
14　
高
枕
謝
奔
走 
 
 
高こう
枕ちん　
奔ほん
走そう
を
謝しや
す
15　
出
家
非
今
日 
 
  
出しゆつ
家け　
今こん
日じつ
の
み
に
非あら
ず
16　
法
水
洗
無
垢 
 
 
法ほう
水すい　
無む
垢く
を
洗あら
う
17　
浮
游
雲
釋
嶠 
 
 
浮ふ
游ゆう　
雲くも　
嶠きよう
を
釈はな
れ
18　
宴
坐
柳
生
肘 
 
 
宴えん
坐ざ　
柳やなぎ　
肘ひじ
に
生しよう
ず
19　
忘
懷
紫
翠
閒 
 
  
懐おもい
を
紫し
翠すい
の
間かん
に
忘わす
れ
20　
相
與
到
白
首 
 
 
相あい
与とも
に
白はく
首しゆ
に
到いた
ら
ん
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
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一
一
○
呉
子
野　
名
は
復
古
。
子
野
は
そ
の
字あざな。
遠
遊
先
生
と
号
し
た
。
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
に
赦
さ
れ
て
北
帰
す
る
蘇
軾
を
送
る
途
上
に
卒
し
た
。
査
注
は
南
海
（
広
州
）
の
人
、
王
文
誥
は
潮
陽
（
潮
州
）
の
人
と
い
う
。
蘇
軾
に
「
呉
子
野
を
祭
る
文
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
三
）
が
あ
る
。
○
扇
山　
扇
面
に
山
が
画
か
れ
た
扇
。
○
枕
屛　
枕
前
に
置
く
屛
風
。
欧
陽
修
「
沈
遵
に
贈
る
」
詩
（『
欧
陽
文
忠
公
文
集
』
巻
六
）
に
、「
時
有
り　
酔
い
倒
れ
て
谿けい
石せき
に
枕
す
れ
ば
、
青
山
白
雲　
枕
屛
と
為
る
」
と
あ
る
。
1
○
峨
峨　
山
の
高
く
険
し
い
さ
ま
。『
楚
辞
』「
招
魂
」
に
、「
増
氷
は
峨
峨
た
り　
飛
雪
は
千
里
な
り
」
と
あ
る
。
2
○
絶
壁
一
句　
天
が
山
を
削
り
岩
を
割
い
て
断
崖
を
作
り
出
し
た
こ
と
を
い
う
。
絶
壁
は
、
杜
甫
が
衡
山
を
詠
じ
た
「
岳
を
望
む
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
二
）
に
、「
渇かつ
日じつ
（
ぎ
ら
ぎ
ら
照
り
つ
け
る
太
陽
）　
絶
壁
よ
り
出
で
、
舟
を
漾ただよわ
す　
清
光
の
旁かたわら
」
と
あ
る
。
3
○
誰
知　
宋
本
と
王
注
は
誰
施
に
作
る
。
○
大
円
鏡　
大
き
な
か
が
み
。
諸
仏
の
智
に
た
と
え
る
。『
楞
り
よ
う
厳ごん
経
』（『
大
正
蔵
』
第
一
九
巻
）
に
、「
又
た
自
心
に
於
て
大
円
鏡
を
現
ず
れ
ば
、内
に
十
種
の
微
妙
な
る
宝
光
を
放
ち
、十
方
を
流
灌
せ
ん
」
と
あ
る
。
4
○
衡
霍
一
句　
衡
は
、衡
山
。
五
岳
の
一
つ
で
南
岳
と
も
い
う
。
湖
南
省
に
あ
る
。
霍
は
、
衡
山
の
一
名
。『
風
俗
通
義
』「
五
岳
」
に
、「
南
方
の
衡
山　
一
に
霍
と
名
づ
く
」
と
あ
る
。
ま
た
安
徽
省
の
天
柱
山
を
い
う
。
霍
山
も
南
岳
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
は
後
出
の
『
周
礼
』
を
踏
ま
え
て
衡
霍
で
衡
山
を
い
う
と
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
戸
牖
は
、
戸
と
窓
。
杜
甫
「
鄭てい
県
の
亭
子
に
題
す
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
六
）
に
、「
鄭
県
の
亭
子
は
澗
の
濱
に
あ
り
、
戸
牖　
高
き
に
憑よ
れ
ば
興
を
発
す
る
こ
と
新
た
な
り
」
と
あ
る
。
一
句
は
、
扇
面
を
見
れ
ば
あ
た
か
も
戸
や
窓
の
向
こ
う
に
険
し
い
南
岳
を
望
む
か
の
よ
う
だ
と
の
意
。
5
○
老
月
師　
未
詳
。
あ
る
い
は
知
潁
州
で
あ
っ
た
蘇
軾
に
「
法
施
堂
銘
」
を
求
め
た
月
老
（『
蘇
軾
文
集
』
巻
五
二
「
趙
徳
鱗
に
与
う
」
そ
の
一
三
）
を
指
す
か
。「
月
長
老
に
贈
る
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
四
）』）
も
参
照
。
6
○
酔
叟　
酒
に
酔
っ
た
老
人
。
8
○
雲
夢
　
雲
夢
は
、か
つ
て
楚
に
あ
っ
た
大
き
な
湖
。
藪
は
さ
わ
。『
周
礼
』
夏
官
「
職
方
氏
」
に
「
正
南
を
荊
州
と
曰
い
、
其
の
山
鎮
を
衡
山
と
曰
い
、
其
の
沢
を
雲
夢
と
曰
う
」
と
あ
り
、
蘇
軾
は
、
扇
面
の
山
を
、
雲
夢
の
沢
を
隔
て
て
望
む
衡
山
に
見
立
て
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
9
○
千
巖　
多
く
の
険
し
い
山
々
。
白
居
易「
夢
に
山
に
上
る
」詩（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
六
）
に
、「
千
巖
と
万
岳
と
、
遊
覧
し
て
皆
な
周あまねく
畢お
え
た
り
」
と
あ
る
。
○
在
掌
握　
手
に
握
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
『
後
漢
書
』
何
進
伝
に
、「
事
は
掌
握
に
在
り
、
此
れ
天
賛たす
く
る
の
時
な
り
」
と
あ
る
。
10
○
用
舎　
用
い
る
こ
と
と
捨
て
る
こ
と
。『
北
斉
書
』
文
襄
紀
に
、「
蓋
し
昏
明
は
主
に
由
り
、
用
舎
は
人
に
在
り
」
と
あ
る
。
○
弾
指　
指
を
は
じ
い
て
音
を
出
す
ほ
ど
の
短
い
時
間
。
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一
二
白
居
易
「
禽
虫
十
二
章
」
そ
の
八
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
七
）
に
、「
何
ぞ
異
な
ら
ん　
浮
生　
老
い
に
臨
む
日
、
一
弾
指
の
頃きように
恩
讐
に
報
ゆ
る
に
」
と
あ
る
。
11
○
低
昂　
低
く
な
っ
た
り
高
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
。
2
句
の
注
に
引
く
杜
甫
「
岳
を
望
む
」
詩
に
、「
祝
融　
五
峰
尊
し
、
峰
峰　
次
し
て
低
昂
す
」
と
あ
る
。
12
○
児
女　
扇
面
の
絵
の
価
値
も
わ
か
ら
ぬ
若
者
。
韓
「
北
極　
一
首　
李
観
に
贈
る
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
二
）
に
、「
児
女
の
態
を
為
す
無
か
れ
、
憔
悴　
賤
貧
を
悲
し
む
」
と
あ
る
。
13
○
曲
折　
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
さ
ま
。
杜
甫
「
北
征
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
五
）
に
、「
海
図　
波
濤
拆さ
く　
旧
繡
移
り
て
曲
折
す
」
と
あ
る
。
14
○
高
枕
一
句　
高
枕
は
、
の
ん
び
り
と
こ
こ
ち
よ
く
眠
る
こ
と
。
杜
甫
「
客
夜
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
一
）
に
、「
簾
に
入
る　
残
月
の
影
、
枕
を
高
く
す　
遠
江
の
声
」
と
あ
る
。
奔
走
は
、
世
俗
の
価
値
観
に
惑
わ
さ
れ
て
走
り
回
る
こ
と
。
一
句
は
、
枕
前
に
こ
の
屛
風
を
置
け
ば
俗
世
の
よ
し
な
し
ご
と
を
忘
れ
て
の
ん
び
り
と
眠
れ
よ
う
と
い
う
意
。
15
○
出
家
一
句　
出
家
は
言
い
出
し
た
日
を
も
っ
て
始
め
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
、「
今
日
出
家
ヲ
ト
ク
ル
ハ
只
（
ダ
）
一
旦
ノ
事
デ
ハ
ナ
イ
ゾ
。
過
去
久
遠
無
始
広
大
劫ごう
ヨ
リ
出
家
シ
ヲ
ワ
ル
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
一
〇
の
二
）
と
い
う
。
16
○
法
水
一
句　
法
水
は
、
仏
の
教
え
が
衆
生
の
煩
悩
を
洗
い
清
め
る
こ
と
の
た
と
え
。
無
垢
は
、
清
浄
に
し
て
汚
れ
の
な
い
こ
と
。『
法ほう
苑おん
珠じゆ
林りん
』
興
福
篇
「
洗
僧
部
」
に
、「
仏
は
法
水
を
以
て
我
が
心
垢
を
洗
う
。
我
れ
今
僧
に
洗
浴
し
て
以
て
身
の
穢
れ
を
除
く
こ
と
を
請
わ
ん
」
と
あ
る
。
ま
た
『
維
摩
経
』
仏
道
品
（『
大
正
蔵
』
第
一
四
巻
）
に
、
「
八はち
解げ
の
浴
池
に
は
、定
じ
よ
う
水すい　
湛たん
然ねん
と
し
て
満
ち
、布し
く
に
七しち
浄じよ
うの
革
を
以
て
し
、此
れ
に
浴
す
る
は
無
垢
の
人
な
り
」
と
あ
る
。
一
句
は
、
仏
法
は
水
の
如
く
に
煩
悩
や
塵
垢
を
洗
い
流
し
て
く
れ
る
が
、
出
家
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
と
も
と
無
垢
な
心
身
を
さ
ら
に
清
め
よ
う
と
す
る
意
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
、「
今
又
（
タ
）
コ
ト
ア
タ
ラ
シ
ク
出
家
ス
ル
ハ
、
本
来
無
垢
ナ
レ
ド
モ
其
（
ノ
）
ウ
エ
ニ
ヲ
イ
テ
無
垢
ノ
処
ヲ
洗
イ
テ
ノ
ク
ル
之の
義
ゾ
」
と
い
う
。
17
○
浮
游　
う
か
び
た
だ
よ
う
こ
と
。『
荘
子
』
在
宥
篇
に
、「
浮
遊
し
て
求
む
る
所
を
知
ら
ず
、
猖
狂
し
て
往
く
所
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
。
○
雲
釈
嶠　
雲
が
高
い
山
を
離
れ
る
こ
と
。
韓
「
人
日　
城
南
に
て
高
き
に
登
る
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
六
）
に
、「
池
を
恋
う
て
群
鴨
廻
り
、
嶠
を
釈
れ
て
孤
雲
縦
ほ
し
い
ま
ま
な
り
」
と
あ
る
。
18
○
宴
坐
一
句　
宴
坐
は
、
く
つ
ろ
い
で
座
る
こ
と
。
白
居
易
「
病
中
に
宴
坐
す
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
六
）
に
、「
小
池
の
畔ほとりに
宴
坐
す
れ
ば
、
清
風　
時
に
襟
を
動
か
す
」
と
あ
る
。
柳
は
、
瘤
と
同
音
の
借
字
。『
荘
子
』
至
楽
篇
に
、
支
離
叔
が
滑
介
叔
と
崑
崙
山
に
遊
ん
だ
時
、
滑
介
叔
の
左
肘
に
柳
（
瘤
）
が
で
き
た
。
支
離
叔
が
滑
介
叔
に
「
そ
れ
が
い
や
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
滑
介
叔
は
「
亡いな
、
予われ
何
ぞ
悪にく
ま
ん
。
生
は
仮か
借しや
な
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。
之
を
借
り
て
生
ず
」
と
答
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
句
は
座
禅
し
て
無
念
無
想
の
境
地
に
い
た
れ
ば
肘
に
瘤
が
で
き
て
も
気
づ
く
ま
い
と
い
う
意
。
19
○
紫
翠　
山
の
美
し
い
景
色
。
杜
牧
「
早
春
閣
の
下
に
寓
直
す
。
蕭
九
舎
人
亦
た
内
署
に
直
す
。
因
り
て
寄
せ
て
懐おも
い
を
書
す　
四
韻
」（『
樊
川
文
集
』
巻
二
）
に
、「
千
峰　
紫
翠
を
横
た
え
、
双
闕　
欄
干
に
凭
る
」
と
あ
る
。
蘇
軾
は
「
屛
山
を
以
て
欧
陽
叔
弼
に
贈
る
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
七
）』）
で
も
、「
目
を
紫
翠
の
間
に
寓
せ
よ
、
安
眠
は
本
と
睡
る
に
非
ず
」
と
詠
じ
て
い
る
。
20
○
白
首　
し
ら
が
頭
。
杜
甫
「
京
自よ
り
奉
先
県
に
赴
き
懐おも
い
を
詠
ず　
五
百
字
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
四
）
に
、「
居
然
と
し
て
か
く
落らく
（
空
虚
）
を
成
し
、
白
首　
契けつ
闊かつ
（
辛
苦
）
に
甘
ん
ず
」
と
あ
る
。
　
扇
面
に
描
か
れ
た
山
は
高
く
そ
び
え
た
ち
、
そ
の
絶
壁
は
ま
こ
と
に
天
の
わ
ざ
に
な
る
も
の
で
す
。
大
円
鏡
の
よ
う
な
こ
の
扇
を
見
れ
ば
、
南
岳
衡
山
を
ま
る
で
窓
の
向
こ
う
に
望
め
る
か
の
よ
う
で
す
。
　
こ
の
扇
は
老
月
和
尚
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
山
を
画
い
た
の
は
酒
飲
み
の
老
人
だ
そ
う
で
す
。
扇
を
見
る
た
び
に
こ
の
絵
か
き
の
胸
に
は
、
果
て
し
の
な
い
雲
夢
の
沢
が
広
が
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
　
（
扇
を
手
に
す
れ
ば
）
険
し
い
山
や
ま
が
掌
中
に
あ
り
、
飽
か
ず
眺
め
る
の
も
打
ち
捨
て
る
の
も
瞬
時
の
こ
と
で
す
。
山
々
に
は
そ
の
高
さ
が
自
分
で
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
良
さ
を
解
し
な
い
若
者
の
手
に
委
ね
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。（
で
す
か
ら
あ
な
た
に
差
し
上
げ
る
の
で
す
。）
　
小
さ
な
屛
風
は
折
れ
曲
が
っ
て
は
い
ま
す
が
、（
枕まくら
屛びよう
風ぶ
と
し
て
置
い
て
く
だ
さ
れ
ば
）
俗
世
の
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
枕
を
高
く
し
て
眠
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
　
出
家
と
い
う
の
は
別
段
本
日
た
だ
今
か
ら
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
無
垢
の
お
ん
身
を
さ
ら
に
清
め
よ
う
と
の
お
心
で
し
ょ
う
。（
ご
出
家
の
後
は
）
山
を
離
れ
て
た
だ
よ
う
雲
の
よ
う
に
気
ま
ま
に
な
っ
て
、
じ
っ
と
座
禅
を
な
さ
っ
て
い
れ
ば
瘤
が
肘
に
で
き
て
も
気
づ
か
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
扇
面
の
山
の
美
し
さ
に
俗
念
な
ど
忘
れ
て
は
て
て
、
互
い
に
老
境
を
迎
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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一
四
 
（
担
当　
中　
裕
史
）
一
九
七
〇
（
施
三
四
―
九
）
謝
運
使
仲
座
上
送
王
敏
仲
北
使
謝しや
運うん
使し
仲ちゆう
適てき
の
座ざ
上じよ
うに
て
王おう
敏びん
仲ちゆ
うが
北きた
に
使つかいす
る
を
送おく
る
1　
衝
風
振
河
朔　
　
  
衝しよう
風ふう　
河か
朔さく
に
振ふる
い
2　
飛
霧
失
太
行　
　
　
飛ひ
霧む　
太たい
行こう
を
失しつ
す
3　
相
逢
不
相
識　
　
　
相あい
逢あ
い
て
相あい
識し
ら
ず
4　
下
馬
鬚
眉
黃　
　
　
馬うま
よ
り
下お
り
れ
ば　
鬚しゆ
眉び
黄き
な
り
5　
洗
眼
忽
驚
笑　
　
  
眼まなこ
を
洗あら
い
て
忽たちま
ち
驚きよう
笑しよう
し
6　
見
此
玉
節
郞　
　
　
此こ
の
玉ぎよく
節せつ
の
郎ろう
を
見み
る
7　
喜
有
賢
主
人　
　
  
喜よろこ
ぶ　
賢けん
主しゆ
じ
ん人
有あ
っ
て
8　
共
惜
殘
燭
光　
　
　
共とも
に
残ざん
燭しよく
の
光ひかり
を
惜お
し
む
を
9　
聚
散
一
夢
中　
　
  
聚しゆう
散さん　
一いち
夢む
の
中うち
10　
人
北
雁
南
翔　
　
　
人ひと
は
北きた
し
て
雁かり
は
南みなみ
に
翔かけ
る
11　
吾
生
如
寄
耳　
　
　
吾わ
が
生せい　
寄よ
す
る
が
如ごと
き
の
み
12　
送
老
天
一
方　
　
　
老お
い
を
送おく
る　
天てん
の
一いつ
ぽ
う方
13　
幸
子
遇
明
主　
　
  
幸さいわ
い
に　
子し　
明めい
し
ゆ主
に
遇あ
い
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14　
陳
經
入
西
廂　
　
　
経けい
を
陳の
べ
て
西せい
廂しよう
に
入い
る
15　
歸
期
不
可
緩　
　
　
帰き
期き　
緩
ゆ
る
が
せ
に
す
可べ
か
ら
ず
16　
倚
相
宜
在
旁　
　
　
倚い
相しよう　
宜よろ
し
く
旁
か
た
わ
ら
に
在あ
る
べ
し
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
謝
運
使
仲
適　
謝
卿
材
の
こ
と
。
仲
適
は
そ
の
字あざな。
臨りん
淄し
（
山
東
省
）
の
人
。
運
使
は
、
発
運
使
の
こ
と
で
、
穀
物
等
の
運
送
を
つ
か
さ
ど
る
官
職
。
謝
卿
材
は
、
こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
当
時
は
淮
南
等
路
発
運
副
使
と
し
て
知
相
州
の
任
に
在
り
、
も
っ
ぱ
ら
地
方
官
と
し
て
朝
廷
を
離
れ
て
い
た
。（『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
元
祐
八
年
二
月
乙
丑
の
条
を
参
照
）。
○
座
上　
蘇
軾
は
こ
の
年
の
九
月
二
十
六
日
に
、
朝
廷
を
辞
し
て
定
州
へ
赴
任
し
、そ
の
途
中
に
相
州
を
経
由
す
る
際
、こ
の
詩
に
い
う
謝
卿
材
の
座
上
で
王
古
に
出
会
っ
た
。（
孔
凡
礼『
蘇
軾
年
譜
』
下
册
一
一
〇
二
、一
一
二
一
頁
）
○
王
敏
仲　
王
古
の
こ
と
。
敏
仲
は
そ
の
字
。
莘しん
県
（
山
東
省
）
の
人
。
進
士
に
及
第
し
、
司
農
主
簿
、
太
常
少
卿
、
戸
部
侍
郎
、
刑
部
尚
書
等
を
歴
任
し
た
。『
宋
史
』
巻
三
二
〇
に
伝
が
あ
る
。
〇
北
使　
北
方
の
遼
に
使
者
と
し
て
行
く
こ
と
。『
宋
史
』
王
古
伝
に
、「
契
丹
に
使つかいし
奉
た
て
ま
つる
」
と
あ
る
。
1
○
衝
風　
暴
風
、
激
し
い
風
。『
楚
辞
』
九
歌
の
「
河
伯
」
に
、「
女なんじと
九
河
に
遊
べ
ば
、
衝
風
起
こ
っ
て
波
を
横
た
う
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
史
記
』
韓
長
孺
伝
に
、「
且か
つ
強
き
よ
う
弩ど
の
極きよくは
、
矢　
魯ろ
縞こう
を
穿うが
つ
こ
と
能
わ
ず
、
衝
風
の
末まつ
は
、
力　
鴻こう
毛もう
を
漂うご
か
す
こ
と
能
わ
ず
」
と
あ
る
。
〇
河
朔　
黄
河
の
北
。
2
○
飛
霧
一
句　
太
行
は
、
河
南
・
河
北
・
山
西
省
に
わ
た
る
太
行
山
脈
の
こ
と
。
失
は
、
見
え
な
く
な
る
こ
と
。
南
朝
・
范
雲
「
古
い
に
し
えに
效なら
う
」
詩
（『
文
選
』
巻
三
一
）
に
、「
風
は
陰
山
の
樹
を
断
ち
、
霧
は
交
河
の
城
を
失かく
す
」
と
あ
る
。
3
○
相
逢
一
句　
李
白
「
盧ろ
侍じ
御ぎよ
の
通つう
塘とう
曲きよ
くに
和
す
」
詩
（『
李
太
白
全
集
』
巻
八
）
に
、「
相
逢
い
て
相
識
ら
ず
、
出
没
し
て
通
塘
を
繞めぐ
る
」
と
あ
る
。
5
○
洗
眼　
目
を
洗
う
。
転
じ
て
、
風
景
な
ど
が
す
ば
ら
し
く
て
目
を
み
は
る
こ
と
。
杜
甫
「
王
二
十
四
侍
御
契けい
に
贈
る　
四
十
韻
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
三
）
に
、「
眼
を
洗
い
て
軽
薄
を
看
る
、
虚
懐　
屈
伸
に
任ま
か
す
」
と
あ
る
。
6
○
玉
節　
天
子
ま
た
は
諸
侯
の
使
者
が
持
つ
、
玉
で
つ
く
っ
た
し
る
し
0
0
0
。『
周
礼
』
地
官
司
徒
「
掌
節
」
に
、「
邦
国
を
守
る
者
は
玉
節
を
用
い
、
都
鄙
を
守
る
者
は
角
節
を
用
う
」
と
あ
る
。
玉
節
郎
は
、
王
古
を
指
す
。
7
○
賢
主
人　
王
粲
「
公こう
讌えん
の
詩
」（『
文
選
』
巻
二
〇
）
に
、「
願
わ
く
は
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一
六
我
が
賢
主
人
の
、
天
と
与とも
に
巍ぎ
巍ぎ
を
享う
け
、
克よ
く
周
公
の
業
に
符かな
い
、
世
を
奕かさ
ね
て
追
う
可べ
か
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
謝
仲
適
を
指
す
。
8
○
共
惜
一
句　
杜
甫
「
衛
八
処
士
に
贈
る
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
六
）
に
、「
今こん
夕せき
復ま
た
何
の
夕
べ
ぞ
、
此
の
灯
燭
の
光
を
共
に
す
」
と
あ
る
。
10
○
人
北
一
句　
人
北
と
は
、
王
古
は
北
に
使つかいし
、
蘇
軾
の
赴
任
先
の
定
州
も
相
州
の
北
に
在
る
こ
と
を
い
う
。
欧
陽
修
「
賈
推
官
が
絳
州
に
赴
く
を
送
る
」
詩
（『
欧
陽
文
忠
公
文
集
』
巻
一
〇
）
に
、「
白
雲　
汾ふん
水
の
上ほとり、
人
は
北
し
て
雁
は
南
に
飛
ぶ
」
と
あ
る
。
雁
南
翔
は
、
季
節
が
秋
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
曹
丕
「
雑
詩
二
首
」
そ
の
一
（『
文
選
』
巻
二
九
）
に
、「
草
虫　
鳴
く
こ
と
何
ぞ
悲
し
き
、
孤
雁　
独
り
南
に
翔かけ
る
」
と
あ
る
。
11
○
吾
生
一
句　
「
古
詩
十
九
首
」
そ
の
十
三
（『
文
選
』
巻
二
九
）
に
、「
人
生　
忽
と
し
て
寄
す
る
が
如
く
、
寿よわいに
は
金
石
の
固かた
き
無
し
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
古
詩
十
九
首
」
そ
の
三
に
、「
人　
天
地
の
間
に
生
ま
れ
、
忽
と
し
て
遠
行
の
客
の
如
し
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
引
く
『
尸し
子し
』
に
、「
老ろう
萊らい
子し
曰
く
、
人
の
天
地
の
間
に
生
ま
る
る
は
、
寄
す
る
な
り
、
寄
す
る
者
は
固もと
よ
り
帰
る
」
と
あ
る
。
12
○
送
老　
杜
甫
「
秦
州
雑
詩
二
十
首
」
そ
の
十
四
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
七
）
に
、「
何いず
れ
の
時
か　
一
茅
屋
、老
い
を
送
ら
ん　
白
雲
の
辺
に
」
と
あ
る
。
〇
天
一
方　
蘇
武
「
詩　
四
首
」
そ
の
四
（『
文
選
』
巻
二
九
）
に
、
「
良
友
も
遠
く
離
別
す
れ
ば
、
各
お
の
天
の
一
方
に
在
り
」
と
あ
る
。
13
○
明
主　
賢
明
な
君
主
。『
韓
非
子
』
内
儲
説
上
篇
に
、「
吾
れ
聞
く
、「
明
主
の
一
嚬ひん
一
笑
を
愛お
し
む
は
、
嚬
す
る
は
為ため
に
嚬
す
る
有
り
、
笑
う
は
為
に
笑
う
有
れ
ば
な
り
」
と
」
と
あ
る
。
14
○
陳
経
一
句　
経
は
経
書
の
こ
と
。
宋
代
で
は
経
筵
と
呼
ば
れ
る
席
で
、
天
子
が
経
史
の
書
を
学
ん
だ
。
陳
経
は
、
経
書
を
講
ず
る
こ
と
。
宋
・
沈
作
喆
『
寓
簡
』
巻
二
に
、「
神
宗
皇
帝　
経
筵
に
御
し
、
時
に
方
に
『
周
官
』
を
講
ず
」
と
あ
る
。
西
廂
は
、
正
殿
の
西
側
の
ひ
さ
し
に
あ
る
部
屋
。
王
延
寿
「
魯
の
霊
光
殿
の
賦
」（『
文
選
』
巻
一
一
）
に
、「
西
廂
は
踟ち
蹰ちゆ
うし
て
以
て
閑
宴
、東
序
は
重
深
に
し
て
奥おう
祕ひ
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
揚
雄
「
甘
泉
賦
」（『
文
選
』
巻
七
）
に
、「
樛
き
ゆ
う
流りゆ
うを
高
光
に
覧み
、
方ほう
皇こう
を
西
清
に
溶さか
ん
に
す
」
と
あ
り
（
方
皇
は
、
甘
泉
宮
内
の
方
皇
観
の
こ
と
）、
李
善
注
に
、「
西
清
は
、
西
廂
の
清
浄
の
処
な
り
」
と
あ
る
。
の
ち
に
は
帝
王
の
遊
宴
す
る
と
こ
ろ
を
も
指
す
。
南
唐
・
徐
鉉
「
茱
萸
詩
」（『
全
唐
詩
』
巻
七
五
六
）
に
、「
長
く
和
す　
菊
花
の
酒
、
高
宴　
西
清
に
奉
ず
」
と
あ
る
。
16
○
倚
相　
人
名
、
春
秋
時
代
の
楚
の
左
史
。『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
二
年
に
、「
左さ
史し
倚
相
趨はし
り
過
ぐ
。
王
曰
く
、「
是
れ
良
史
な
り
。
子し
善
く
之
を
視
よ
。
是
れ
能よ
く
三さん
墳ぷん
・
五ご
典てん
・
八はつ
索さく
・
九
き
ゆ
う
丘きゆ
うを
読
む
」
と
」
と
あ
る
。
　
激
し
い
風
が
北
辺
の
地
で
猛
威
を
振
る
い
、
飛
ん
で
き
た
霧
に
包
ま
れ
て
太
行
山
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
人
に
会
っ
て
も
誰
か
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分
か
ら
ず
、
馬
か
ら
降
り
る
と
ひ
げ
も
眉
も
黄き
色いろ
い
土
ぼ
こ
り
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
目
を
洗
っ
て
み
る
と
、
な
ん
と
ご
立
派
な
天
子
の
お
使
だ
っ
た
の
だ
。
　
嬉
し
い
こ
と
に
（
謝
さ
ん
と
い
う
）
す
ぐ
れ
た
主
人
が
お
ら
れ
て
、
と
も
に
消
え
尽
き
そ
う
な
と
も
し
び
を
囲
ん
で
遅
く
ま
で
話
せ
た
の
だ
。
集
う
も
離
れ
る
も
一
夜
の
夢
の
よ
う
な
も
の
、
人
は
北
へ
旅
し
、
雁
は
南
を
め
ざ
し
て
飛
ん
で
ゆ
く
。
　
私
の
一
生
は
こ
の
世
に
仮
住
ま
い
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
晩
年
を
故
郷
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
地
で
送
る
は
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
に
あ
な
た
は
英
明
な
今
上
の
世
に
巡
り
合
い
、
経
典
を
講
ず
る
た
め
に
宮
中
に
招
か
れ
て
い
る
。
ご
帰
還
は
遅
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
優
れ
た
史
官
は
天
子
の
お
そ
ば
に
こ
そ
い
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
。
 
（
担
当　
蔡　
毅
）
一
九
七
一
（
施
三
四
―
一
〇
）
書
丹
元
子
所
示
李
太
白
眞
丹たん
元げん
子し
が
示しめ
す
所ところの
李り
太たい
白はく
が
真しん
に
書しよ
す
1　
天
人
幾
何
同
一
漚 
 
 
天てん
人じん
幾いく
何ばく
ぞ　
同どう
一いつ
漚おう
2　
仙
非
乃
其
遊 
 
 
謫たく
仙せん
は
謫たく
に
非あら
ず　
乃すなわ
ち
其そ
れ
遊あそ
び
3　
麾
斥
八
極
隘
九
州 
 
 
八はつ
極きよく
に
麾き
斥せき
し
て
九きゆう
州しゆう
を
隘あい
な
り
と
す
4　
化
爲
兩
鳥
鳴
相
酬 
 
 
化か
し
て
両りよう
鳥ちよう
と
為な
り
て
鳴な
い
て
相あい
酬こた
え
5　
一
鳴
一
止
三
千
秋 
 
 
一ひと
た
び
鳴な
き
一ひと
た
び
止とど
ま
る　
三さん
千ぜん
秋しゆう
6　
開
元
有
道
爲
少
留 
 
 
開かい
元げん
に
道みち
有あ
り
て　
為ため
に
少しば
ら
く
留とど
ま
る
も
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一
八
7　
縻
之
不
可
矧
肯
求 
 
 
之これ
を
縻つな
ぐ
に
可き
か
ず　
矧いわ
ん
や
肯あ
え
て
求もと
め
ん
や
8　
西
望
太
白
橫
峩
岷 
 
 
西にし
の
か
た
太たい
白はく
を
望のぞ
め
ば
峩が
・
岷びん
を
横よこ
た
え
9　
眼
高
四
海
空
無
人 
 
 
眼め　
四し
海かい
に
高たか
く
し
て
空むな
し
く
し
て
人ひと
無な
し
10　
大
兒
汾
陽
中
令
君 
 
 
大だい
児じ
は
汾ふん
陽よう
の
中ちゆう
令れい
君くん
11　
小
兒
天
台
坐
忘
身 
 
  
小しよう
児じ
は
天てん
台だい
の
坐ざ
忘ぼう
身しん
12　
平
生
不
識
高
將
軍 
 
 
平へい
生ぜい　
高こう
将しよう
軍ぐん
を
識し
ら
ず
13　
手
吾
足
乃
敢
瞋 
 
 
手て　
吾わ
が
足あし
を
汚けが
し
て
乃すなわ
ち
敢あ
え
て
瞋いか
る
14　
作
詩
一
笑
君
應
聞 
 
 
詩し
を
作つく
っ
て
一いつ
笑しよう
す　
君きみ　
応まさ
に
聞き
く
べ
し
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
丹
元
子　
丹
元
子
は
、『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
六
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
三
五
の
詩
題
に
見
え
る
、姚
丹
元
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
○
李
太
白
真　
真
は
、
肖
像
画
。
李
白
の
姿
を
描
い
た
画
。
○
こ
の
詩
の
韻
は
、
毎
句
に
押
韻
し
、
前
後
七
句
ず
つ
で
韻
が
換
わ
る
。
前
半
は
下
平
十
八
尤
の
韻
、
後
半
は
上
平
十
七
真
と
二
十
文
（
君
・
軍
・
聞
）
の
通
押
。
前
後
半
と
も
句
数
が
奇
数
で
あ
る
が
、
2 
3
句
、
4 
5
句
、
…
…
12 
13
句
と
、
偶
数
句
と
奇
数
句
と
で
対
を
な
し
て
お
り
、
1
句
と
14
句
は
2
句
か
ら
13
句
ま
で
を
挟
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
1
句
が
全
体
の
序
、
14
句
が
全
体
の
締
め
く
く
り
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
1
○
天
人　
天
上
と
人じん
間かん
。
蘇
軾
「
刁ちよう
景
純
が
席
上
、
謝
生
に
和
す　
二
首
」
そ
の
一
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
二
六
九
頁
）
を
参
照
。
○
一
漚　
ひ
と
つ
ぶ
の
あ
わ
。『
蘇
軾
詩
注
解（
三
）』に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
二
五
の
詩
の
注
を
参
照
。
2
○
謫
仙　
謫
仙
は
、
仙
界
で
罪
を
得
て
こ
の
世
に
追
わ
れ
た
仙
人
。
李
白
の
こ
と
。
蘇
軾
「
佳
月
を
妬ねた
む
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
四
七
四
頁
）
を
参
照
。
3
○
麾
斥
八
極　
麾
は
揮
と
音
が
同
じ
。
揮
斥
は
、
奔
放
に
ふ
る
ま
う
こ
と
。
八
極
は
、
八
方
の
果
て
の
地
。『
荘
子
』
田
子
方
篇
に
「
夫
れ
至
人
は
、
上
は
青
天
を
闚うかがい
、
下
は
黄
泉
に
潜
み
、
八
極
に
揮
斥
し
て
、
神
気
変
ぜ
ず
」
と
あ
り
、
そ
の
郭
象
の
注
に
「
揮
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九
斥
は
、
猶
お
放
縦
の
ご
と
き
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
淮
南
子
』
原
道
訓
に
「
四
方
に
廓ひろ
く
、
八はつ
極きよ
くに
柝ひら
く
」
と
あ
り
、
そ
の
高
誘
の
注
に
「
八
極
は
、八
方
の
極
な
り
。
其
の
遠
き
を
言
う
」
と
あ
る
。
○
九
州　
中
国
全
土
を
指
す
。『
楚
辞
』
王
逸
「
九
思
」
の
「
逢
尤
」
に
「
載
駕
を
厳いかめし
く
し
て
出
で
て
戯
遊
し
、
八
極
を
周めぐ
り
て
九
州
を
歴ふ
」
と
あ
る
。
4 
5
○
化
為
・
一
鳴
二
句　
両
鳥
は
、
二
羽
の
鳥
。
こ
こ
で
は
杜
甫
と
李
白
を
擬
え
る
。
三
千
秋
は
、
極
め
て
長
い
時
間
を
い
う
。
韓
「
双
鳥
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
五
）
に
、
海
外
か
ら
中
州
（
中
土
）
に
来
た
双
鳥
が
、城
市
と
巌
幽
に
分
か
れ
分
か
れ
に
な
り
、「
相
伴
っ
て
鳴
く
を
得
ず
、爾
来　
三
千
秋
」
と
あ
る
。『
四
河
入
海
』
巻
一
二
の
二
に
引
く
瑞
渓
周
鳳
の
説
に
「
此
（
レ
）
以
下
ノ
二
句
ハ
、
蓋
シ
韓
ノ
詩
ニ
本
ヅ
イ
テ
、
李
白
・
杜
甫
ノ
英
物
ハ
容
易
ニ
出
デ
ザ
ル
ヲ
言
フ
ナ
リ
」
と
あ
る
。
6 
7
○
開
元
・
縻
之
二
句　
開
元
（
七
一
三
―
七
四
一
）
は
、
唐
の
玄
宗
朝
の
年
号
。
縻
は
、
つ
な
ぐ
。
束
縛
す
る
こ
と
。
蘇
軾
「
張
安
道
が
南
都
の
留
台
に
赴
く
を
送
る
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
八
五
頁
）
を
参
照
。
7
句
は
、
例
え
ば
杜
甫
「
飲
中
八
仙
歌
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
）
に
「
天
子　
呼
び
来
た
る
も
船
に
上
ら
ず
、
自
ら
称
す　
臣
は
是
れ
酒
中
の
仙
と
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
気
が
向
か
な
け
れ
ば
天
子
の
お
召
し
に
も
応
じ
な
い
、
不
羈
奔
放
な
李
白
の
あ
り
さ
ま
を
詠
じ
る
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
「
玄
宗
ハ
有
道
ノ
君
デ
ア
ル
ダ
ニ
モ
留
メ
得
ヌ
ニ
、
其
ノ
余
ハ
誰
カ
肯
（
ヘ
）
テ
求
メ
留
ム
ベ
キ
ヤ
」
と
あ
る
。
8
○
西
望
一
句　
太
白
は
、
太
白
山
。
秦
嶺
山
脈
の
主
峰
の
一
つ
。
峩
岷
は
、
峨
眉
山
と
岷
山
。
蜀
を
代
表
す
る
名
山
。
李
白
「
蜀
道
難
」
（『
李
太
白
全
集
』
巻
三
）
に
「
西
の
か
た
太
白
に
当
た
り
て
鳥
道
有
り
、
以
て
峨
眉
の
巓
い
た
だ
きを
横
絶
す
べ
し
」
と
あ
る
。
一
句
は
、
太
白
と
い
う
山
の
名
が
李
白
の
字
あ
ざ
な
太
白
と
重
な
る
の
に
即
し
て
、
李
白
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
10
○
大
児　
年
長
の
人
。
11
句
の
小
児
と
対
を
な
す
。
後
漢
の
禰でい
衡こう
は
自
分
が
つ
き
あ
う
に
足
る
人
物
を
挙
げ
て
「
大
児
の
孔
文
挙
、
小
児
の
楊
徳
祖
。
余
子
は
碌ろく
碌ろく
、
数
う
る
に
足
る
莫な
き
な
り
」
と
述
べ
た
と
い
う
（『
後
漢
書
』
文
苑
伝
下
）。
○
汾
陽
中
令
君　
唐
の
郭かく
子し
儀ぎ
の
こ
と
。
安
史
の
乱
の
鎮
圧
に
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
肅
宗
に
よ
り
汾
陽
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
後
に
徳
宗
の
時
、
中
書
令
に
進
め
ら
れ
た
（『
新
唐
書
』
巻
一
三
七
）。
裴
敬
「
翰
林
学
士
李
公
墓
碑
」（『
文
苑
英
華
』
巻
八
九
四
）
に
「（
李
白
）
幷
州
に
客
と
な
り
て
、
郭
汾
陽
を
行
伍
の
間
に
識
る
」
と
あ
る
。
汾
陽
は
、
汾
水
以
北
の
地
。
中
令
は
、
中
書
令
の
略
。
蘇
軾
「
鳳
翔
の
八
観　
真
興
寺
の
閣
」（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
四
二
七
頁
）
の
注
を
参
照
。
11
○
小
児
一
句　
一
句
は
、
唐
の
司
馬
承
禎
（
六
四
七
―
七
三
五
）
の
こ
と
を
詠
じ
る
。
司
馬
承
禎
、
字
は
子
微
。
則
天
武
后
、睿
宗
、玄
宗
の
時
期
の
道
士
で
、天
台
山
に
居
し
た
（『
新
唐
書
』
隠
逸
伝
）。
李
白
「
大
鵬
の
賦
」（『
李
太
白
全
集
』
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二
〇
巻
一
）
の
序
に
「
余　
昔　
江
陵
に
於
て
、
天
台
の
司
馬
子
微
に
見まみ
ゆ
、
余
に
仙
風
道
骨
有
り
、
神
と
八
極
の
表
に
遊
ぶ
べ
し
と
謂い
う
」
と
あ
り
、若
い
頃
の
李
白
に
会
い
、李
白
に
神
仙
の
風
骨
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
た
と
い
う
。
坐
忘
は
、心
を
空
虚
の
状
態
に
す
る
こ
と
。
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
も
と
づ
く
語
で
、
司
馬
子
微
は
「
坐
忘
論
」（『
全
唐
文
』
巻
九
二
四
）
を
著
し
て
道
家
に
お
け
る
心
の
修
養
方
法
を
説
い
た
。
一
句
の
坐
忘
身
を
賀
季
真
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
賀
季
真
に
つ
い
て
天
台
山
と
の
関
わ
り
は
見
あ
た
ら
な
い
。
12 
13
○
平
生
・
手
汚
二
句　
高
将
軍
は
、
唐
の
玄
宗
朝
の
宦
官
、
高
力
士
（
六
八
四
―
七
六
二
）
の
こ
と
。
天
宝
中
、
冠
軍
大
将
軍
、
右
監
門
衛
大
将
軍
、
次
い
で
驃
騎
大
将
軍
を
加
え
ら
れ
た
（『
旧
唐
書
』
高
力
士
伝
）。
高
力
士
は
、
深
酔
い
し
た
李
白
の
靴
を
脱
が
せ
ら
れ
た
こ
と
を
恨
み
、
李
白
の
こ
と
を
楊
貴
妃
に
讒
言
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
（『
旧
唐
書
』
高
力
士
伝
及
び
『
太
平
広
記
』
巻
二
〇
四
に
引
く
李
濬
『
松
窓
雑
録
』）。
一
句
は
、
脱
靴
の
一
件
を
李
白
の
心
境
に
託
し
て
、「
高
力
士
ふ
ぜ
い
の
手
で
わ
が
足
を
汚
さ
れ
た
」
と
詠
じ
「
し
か
し
、
そ
の
こ
と
で
自
分
（
李
白
）
は
怒
っ
た
り
し
た
ろ
う
か
」
と
、
そ
の
世
事
に
煩
わ
さ
れ
な
い
さ
ま
を
述
べ
て
い
る
。
14
○
君　
李
白
の
肖
像
画
を
示
し
て
く
れ
た
丹
元
子
へ
呼
び
か
け
て
い
る
。
　
天
上
と
言
い
人じん
閒かん
と
言
っ
て
も
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
、
す
べ
て
う
た
か
た
の
も
の
。
　
謫
仙
人
は
実
は
天
界
か
ら
地
上
に
追
放
さ
れ
た
の
で
な
く
、
た
だ
遊
び
に
来
た
だ
け
、
宇
宙
の
果
て
ま
で
自
由
自
在
に
世
界
も
狭
し
と
飛
び
回
り
ま
す
。
知ち
音いん
の
杜
甫
と
二
羽
の
鳥
と
な
っ
て
鳴
き
交
わ
し
、
鳴
く
も
鳴
き
や
む
も
三
千
秋
。
開かい
元げん
の
世
は
道
が
ち
ゃ
ん
と
行
な
わ
れ
た
の
で　
謫
仙
人
が
し
ば
し
身
を
寄
せ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
縛
ろ
う
と
し
た
っ
て
だ
め
、
探
そ
う
な
ど
と
は
も
っ
て
の
ほ
か
。
　
西
の
か
た
太
白
山
を
見
や
れ
ば
峨
眉
山
や
岷
山
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
四
海
を
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
る
そ
の
眼
に
人
は
が
ら
ん
と
し
て
、
こ
れ
と
い
っ
た
人
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
せ
い
ぜ
い
眼
中
に
あ
る
の
は
年
長
で
は
汾ふん
陽よう
の
宰
相
ど
の
、
年
少
で
は
天
台
で
無
我
の
境
地
に
あ
ら
れ
る
方かた
。
そ
も
そ
も
高こう
力りき
士し
将
軍
な
ど
意
に
も
介
さ
ず
、
そ
の
手
が
わ
が
足
を
汚
し
た
な
ど
と
、
な
ん
で
怒
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
か
。
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一
　
こ
う
し
て
詩
を
作
っ
て
笑
っ
て
い
る
の
を
、
あ
な
た
は
聞
い
て
く
だ
さ
る
で
し
ょ
う
ね
。
一
九
七
二
（
施
三
四
―
一
一
）
次
曾
仲
錫
承
議
⻝
蜜
漬
生
荔
支
曽そう
仲ちゆう
錫しやく
承しよう
議ぎ
が
蜜みつ
漬し
の
生せい
茘れい
支し
を
食く
ら
う
に
次じ
韻いん
す
1　
代
北
寒
䪡
擣
韮
萍 
 
 
代だい
北ほく
の
寒かん
䪡さい　
韮きゆう
萍ひよう
を
擣つ
く
2　
奇
苞
零
落
似
晨
星 
 
 
奇き
苞ほう　
零れい
落らく　
晨しん
星せい
に
似に
た
り
3　
逢
鹽
久
已
成
枯
腊 
 
 
塩しお
に
逢あ
い
て
久ひさ
し
く
已すで
に
枯こ
腊せき
と
成な
る
4　
得
蜜
猶
疑
是
薄
𠛬 
 
 
蜜みつ
を
得え
て
猶な
お
疑うたが
う　
是こ
れ
薄はく
刑けい
か
と
5　
欲
就
左
慈
求
拄
杖 
 
 
左さ
慈じ
に
就つ
い
て
拄ちゆう
杖じよう
を
求もと
め
ん
と
欲ほつ
し
6　
便
隨
李
白
跨
滄
溟 
 
  
便すなわ
ち
李り
白はく
に
随したが
っ
て
滄そう
溟めい
に
跨またが
る
7　
攀
條
與
立
新
名
字 
 
 
條えだ
を
攀よ
じ
て
与ため
に
新しん
名めい
字じ
を
立た
て
ん
8　
兒
女
稱
呼
恐
不
經＊ 
 
 
児じ
女じよ
の
称しよう
呼こ
は
恐おそ
ら
く
は
不ふ
経けい
な
ら
ん
〔
原
注
〕
俗
有
十
八
娘
荔
支
（
俗ぞく
に
十
じ
ゆ
う
八はち
娘じよう
茘れい
支し
有あ
り
）
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
次
韻
曽
仲
錫
承
議　
曽
仲
錫
は
、曽そう
孝こう
広こう
。
仲
錫
は
そ
の
字
。
晉
江（
福
建
省
）の
人
。『
宋
史
』巻
三
一
二
に
伝
が
あ
る
。
本
詩
以
降
、
「
再
び
曽
仲
錫
が
茘
支
に
次
韻
す
」
詩
（
本
注
解
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
七
五
）、「
曽
仲
錫
通
判
の
京
師
に
如ゆ
く
を
送
る
」
詩
（『
合
注
』
巻
三
七
）な
ど
蘇
軾
の
詩
題
に
し
ば
し
ば
そ
の
名
が
見
え
る
。
○
蜜
漬
生
茘
支　
生
茘
支
は
、生なま
の
茘
枝
。
南
国
の
果
実
で
あ
る
茘
枝
は
、
119
蘇軾詩注解（二十九）
二
二
中
国
北
方
ま
で
運
ぶ
こ
と
は
難
し
く
、
塩
漬
や
蜜
漬
に
し
て
運
ば
れ
た
。
蔡
襄
「
茘
枝
譜
」（『
百
川
学
海
』
所
収
）
第
一
に
「
茘
枝
の
天
下
に
於
け
る
や
、唯
だ
閩
・
越
南
・
粤
・
巴
蜀
の
み
之これ
有
り
。
…
…
是
れ
生
茘
枝
は
、中
国
未
だ
始
め
よ
り
之
を
見
ざ
る
な
り
」
と
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
第
六
に
紅
塩
（
塩
漬
け
）
の
法
、
蜜
煎
の
法
が
記
さ
れ
る
。
1
○
代
北
一
句　
代
北
は
、代
州
（
山
西
省
）
の
北
方
一
帯
を
い
う
。
作
品
番
号
一
九
七
〇
の
詩
の
詩
題
の
注
に
見
え
る
通
り
、こ
の
時
、
蘇
軾
は
任
地
定
州
（
河
北
省
）
に
在
っ
た
。
䪡
は
、
な
ま
す
。『
周
礼
』
天
官
「
醢かい
人じん
」
に
「
五
斎さい
、
七
醢
、
七
菹そ
、
三
臡でい
を
以
て
す
」
と
あ
り
、そ
の
鄭
玄
の
注
に
「
斎
は
当
に
䪡
と
為
す
べ
し
。
…
…
凡
そ
醯けい
醤しよ
うの
和
す
る
所
は
、細
切
し
て
䪡
と
為
す
」
と
あ
る
。
韮
萍
は
、
に
ら
0
0
と
う
き
く
さ
0
0
0
0
。
と
も
に
青
菜
で
、
冬
季
に
は
得
難
い
食
材
。『
世
説
新
語
』
汰
侈
篇
に
、
晉
の
石
崇
は
冬
で
も
客
に
「
韭
萍
の
䪡
」
を
供
し
た
が
、
実
は
、
韭
根
（
に
ら
の
根
）
を
搗
い
て
麦
苗
を
混
ぜ
た
だ
け
の
紛
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
逸
話
が
見
え
る
。
2
○
奇
苞　
珍
し
い
果
実
。
南
国
の
産
の
茘
支
の
実
が
、
北
方
で
は
珍
し
い
こ
と
を
い
う
。
白
居
易
「
郡
中
の
茘
支
に
題
す
る
詩　
十
八
韻
。
兼
ね
て
万
州
の
楊
八
使
君
に
寄
す
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
八
）
に
「
奇
果　
南
土
を
標しる
し
、
芳
林　
北
堂
に
対
す
」
と
詠
じ
る
。
〇
零
落　
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
し
た
さ
ま
。
双
声
の
擬
態
語
で
、寥
落
に
通
じ
る
。
謝
朓
「
京
路
に
夜
に
発
す
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
七
）
に
「
暁
星　
正
に
寥
落
と
し
て
、
晨
光　
復
た
泱おう
漭もう
た
り
」
と
あ
る
。
〇
晨
星　
暁
の
星
。
稀まれ
な
も
の
の
喩
え
。
蘇
軾
「
僧
潜
が
贈
ら
る
る
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
五
七
〇
頁
）
を
参
照
。
3 
4
○
逢
塩
・
得
蜜
二
句　
枯
腊
は
、
干
か
ら
び
た
死
骸
。
腊
は
、
ほ
じ
し
。
蘇
軾
「
桓
山
に
遊
ぶ
。
会
す
る
者
十
人
、「
春
水　
四
沢
に
満
ち
、夏
雲　
奇
峰
多
し
」
を
以
て
韻
と
為
し
、沢
の
字
を
得
た
り
」
詩
（『
合
注
』
巻
一
八
）
に
「
彼か
の
泉
下
の
人
を
弔
す
れ
ば
、
野
火　
枯
腊
を
失
す
」
と
あ
る
。
薄
刑
は
、
刑
罰
の
軽
い
も
の
。『
礼
記
』
月
令
「
孟
夏
之
月
」
に
「
薄
刑
を
断
じ
、
小
罪
を
決
し
、
軽
繋
を
出
だ
す
」
と
あ
る
。
二
句
は
、
茘
支
の
保
存
加
工
の
仕
方
に
つ
い
て
、
人
の
刑
罰
の
軽
重
に
擬
え
て
比
較
す
る
。『
四
河
入
海
』
巻
一
〇
の
三
に
引
く
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
「
茘
支
ヲ
塩シヲ
漬ツケ
ニ
シ
テ
、
ホ
シ
カ
タ
メ
テ
枯
腊セキ
ト
成
ル
ハ
、
曲
ガ
ナ
イ
ゾ
。
其
（
レ
）
ヨ
リ
ハ
、
蜜
ニ
漬
（
ケ
）
タ
ハ
ヨ
イ
ゾ
。
其
（
レ
）
モ
生ナマ
ナ
ヨ
リ
ハ
、
ヲ
ト
リ
ナ
レ
ド
モ
、
塩
ニ
漬
（
ケ
）
テ
、
サ
テ
ホ
シ
カ
タ
メ
タ
ニ
ハ
、
マ
レ
ゾ
。
其
（
レ
）
ヲ
モ
ノ
ニ
譬
ヘ
バ
、
人
ヲ
刑
ス
ル
ニ
、
軽
罪
ノ
刑
ノ
如
キ
ゾ
。
薄
刑
デ
ハ
人
ハ
死
ナ
ザ
ル
程
ニ
ゾ
。
生
茘
支
ノ
生
ノ
字
ニ
ツ
イ
テ
云
（
フ
）
ゾ
」
と
あ
る
。
5 
6
○
欲
就
・
便
随
二
句　
左
慈
は
、
後
漢
末
の
方
士
。
拄
杖
は
、
杖
を
つ
く
。
呉
の
孫
策
が
左
慈
を
殺
そ
う
と
目
論
ん
で
、
左
慈
が
竹
の
杖
を
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
る
の
を
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二
三
馬
で
背
後
か
ら
追
っ
た
が
、
と
う
と
う
追
い
つ
け
な
か
っ
た
と
い
う
逸
話
が
、『
太
平
広
記
』
巻
一
一
に
収
め
る
『
神
仙
伝
』
に
見
え
る
。
滄
溟
は
、
青
海
原
。
蘇
軾
「
芙
蓉
城
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
五
〇
三
頁
）
を
参
照
。
李
白
「
臨
江
王
の
節
士
の
歌
」（『
李
太
白
全
集
』
巻
四
）
に
「
安いず
く
ん
ぞ
倚
天
の
剣
を
得
て
、
海
を
跨
い
で
長
鯨
を
斬
ら
ん
」
と
あ
る
。
二
句
は
、
3 
4
句
で
北
方
で
珍
重
さ
れ
る
塩
漬
や
蜜
漬
の
茘
枝
を
評
し
た
の
を
承
け
て
、
茘
枝
の
実
の
生
る
南
方
の
地
へ
行
き
た
い
と
い
う
思
い
を
述
べ
る
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
「
又
一
義
ニ
ハ
左
慈
ニ
就
（
キ
）
テ
拄
杖
ヲ
求
メ
、
李
白
ニ
随
（
ツ
）
テ
滄
溟
ノ
海
ニ
跨
（
ツ
）
テ
、
茘
支
ノ
ア
ル
処
ヘ
急
ニ
行ユキ
タ
イ
ト
云
（
フ
）
心
ゾ
」
と
あ
る
。
7
○
攀　
手た
繰ぐ
る
こ
と
。
蘇
軾
「
子
由
の
除
日
に
寄
せ
ら
る
る
を
和
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
二
九
〇
頁
）
を
参
照
。
○
條　
茘
枝
の
樹
の
え
だ
0
0
。
〇
立
新
名
字　
新
た
な
名
称
を
つ
け
る
。
作
品
番
号
一
八
三
七
の
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
九
）』
所
収
）
の
注
を
参
照
。
8
○
児
女
称
呼　
娘
に
見
立
て
た
呼
び
名
。
原
注
に
見
え
る
よ
う
に
、
茘
枝
に
十
八
娘
と
名
づ
け
た
と
い
う
例
が
あ
る
。
原
注
の
注
を
参
照
。
〇
不
経　
物
事
の
正
し
く
な
い
こ
と
を
言
う
。『
史
記
』
孟
子
荀
卿
伝
に
、
騶
衍
の
説
を
評
し
て
「
其
の
語　
閎
大
に
し
て
不
経
な
り
」
と
あ
る
。
○
〔
原
注
〕　
詩
題
の
注
に
引
く
「
茘
枝
譜
」
に
「
十
八
娘
茘
枝
は
、
色　
深
紅
に
し
て
細
長
、
時
人　
少
女
を
以
て
之
に
比
す
」
と
あ
る
。
　
こ
こ
代
北
の
地
で
は
冬
の
和
え
物
は
（
石
崇
の
話
に
あ
る
よ
う
に
）
韮にら
と
浮
き
草
を
臼
づ
き
ま
す
、
ま
し
て
や
珍
し
い
南
国
の
果
実
な
ど
、
夜
明
け
の
明
星
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
見
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
塩
漬
け
に
さ
れ
て
長
い
こ
と
お
か
れ
た
ら
カ
ラ
カ
ラ
の
ミ
イ
ラ
に
な
る
も
の
を
、
蜜
漬
け
な
ん
て
ず
い
ぶ
ん
軽
い
刑
罰
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
　
左
慈
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
不
思
議
な
杖
を
も
ら
い
受
け
、
李
白
の
お
伴
を
し
て
青
海
原
を
越
え
南
国
へ
行
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
地
で
実
の
な
る
枝
を
手
繰
り
な
が
ら
新
た
な
呼
び
名
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
、
若
い
娘
に
な
ぞ
ら
え
た
呼
び
名
は
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
す
ま
い
。
 
（
担
当　
原
田　
直
枝
）
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二
四
一
九
七
三
・
一
九
七
四
（
施
三
四
―
一
二
・
一
三
）
大
行
太
皇
太
后
高
氏
挽
詞
二
首
大たい
行こう
太たい
皇こう
太たい
后ごう
高こう
氏し
の
挽ばん
詞し　
二に
首しゆ
一
九
七
三
（
施
三
四
―
一
三
）
そ
の
一
1　
至
矣
吾
三
后 
 
 
至いた
れ
る
か
な　
吾わ
が
三さん
后こう
2　
功
高
漢
已
還 
 
 
功こう
は
高たか
し　
漢かん
よ
り
已い
還かん
3　
復
推
元
祐
冠 
 
 
復ま
た
元げん
祐ゆう
の
冠かん
た
る
を
推お
す
4　
蓋
得
永
昭
全＊ 
 
 
蓋けだ
し
永えい
昭しよう
の
全まつた
き
を
得え
た
り
5　
有
作
猶
非
聖 
 
 
作な
す
こ
と
有あ
る
は
猶な
お
聖せい
に
非あら
ず
6　
無
私
乃
是
天 
 
 
私
わ
た
く
し
無な
け
れ
ば
乃すなわ
ち
是こ
れ
天てん
7　
侍
臣
談
要
道 
 
 
侍じ
臣しん　
要よう
道どう
を
談だん
ず
8　
家
法
信
家
傳＊＊ 
 
 
家か
法ほう　
信まこと
に
家いえ
に
伝つた
う
〔
原
注
〕　
臣
嘗
於
經
筵
、
論
奏
仁
宗
皇
帝
謚
曰
明
孝
、
若
明
而
不
仁
、
則
民
畏
而
不
愛
、
仁
而
不
明
、
則
民
愛
而
不
畏
、
今
大
行
太
皇
太
后
、
亦
此
二
德
、
故
天
下
思
慕
、
庶
幾
於
仁
宗
也
（
臣しん　
嘗かつ
て
経けい
え
ん筵
に
於おい
て
、
仁じん
宗そう
皇こう
帝てい
に
謚
お
く
り
なし
て
明めい
こ
う孝
と
曰い
わ
ん
こ
と
を
論ろん
奏そう
す
。
若も
し
明めい
に
し
て
不ふ
仁じん
な
れ
ば
、
則すなわち
民たみ
は
畏おそ
れ
て
愛あい
せ
ず
。
仁じん
に
し
て
不ふ
明めい
な
れ
ば
、
則すなわち
民たみ
は
愛あい
し
て
畏おそ
れ
ず
。
今いま　
大たい
行こう
太たい
皇こう
太たい
后ごう
も
、
亦ま
た
此こ
の
二に
徳とく
を
兼か
ぬ
、
故ゆえ
に
天てん
下か
の
思し
慕ぼ
す
る
こ
と
、
仁じん
宗そう
に
庶ち
か幾
し
）
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二
五
〔
＊
＊
〕　
宰
相
以
下
、
嘗
於
經
筵
論
奏
祖
宗
以
來
家
法
十
餘
事
、
書
於
記
註
（
宰さい
相しよう
以い
下か
、
嘗かつ
て
経けい
え
ん筵
に
於おい
て
祖そ
宗そう
以い
来らい
の
家か
法ほう
十じゆう
余よ
事じ
を
論ろん
奏そう
し
、
記きち
ゆ
う註
に
書しよ
せ
し
む
）
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
大
行　
行
っ
て
返
ら
ぬ
こ
と
。
天
子
が
崩
じ
て
後
、そ
の
謚
号
が
定
ま
る
ま
で
は
、大
行
皇
帝
と
呼
ば
れ
た
。『
史
記
』李
斯
伝
に
、「
今
、
大
行
未いま
だ
発
せ
ず
、
喪そう
礼れい
未
だ
終
え
ず
」
と
あ
る
。
○
太
皇
太
后
高
氏　
宣
仁
太
后
（
一
〇
三
二
―
九
三
）
の
こ
と
。
英
宗
の
皇
后
で
、
神
宗
の
母
。
亳はく
州しゆう
蒙
城
県
（
安
徽
省
）
の
人
。
曽
祖
父
の
高こう
瓊けい
、
祖
父
の
高こう
継けい
勳くん
は
い
ず
れ
も
北
宋
の
功
臣
。
神
宗
が
即
位
す
る
と
皇
太
后
と
な
り
、
十
歳
の
哲
宗
が
即
位
し
て
後
は
、
太
皇
太
后
と
し
て
哲
宗
を
補
佐
し
、
垂
簾
聴
政
を
行
っ
た
。
こ
の
年
の
九
月
三
日
に
崩
じ
（『
宋
史
』
哲
宗
紀
一
）、「
宣
仁
聖
烈
」
の
謚
号
を
贈
ら
れ
た
。『
宋
史
』
巻
二
四
二
に
伝
が
あ
る
。
1
○
至
矣　
こ
の
上
な
く
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。『
論
語
』
雍
也
篇
に
、「
中
庸
の
徳
た
る
や
、
其
れ
至
れ
る
か
な
」
と
あ
る
。
○
三
后　
章
憲
明
粛
劉
氏
（
真
宗
の
皇
后
）、
慈
聖
光
憲
曹
氏
（
仁
宗
の
皇
后
）、
宣
仁
聖
烈
高
氏
の
三
人
。
そ
れ
ぞ
れ
仁
宗
、
英
宗
、
哲
宗
を
補
佐
し
た
。
2
○
已
還　
以
還
と
も
表
記
す
る
。
以
来
、
以
降
と
同
義
。
3
○
復
推
一
句　
元
祐
年
間
（
一
〇
八
六
―
九
四
。
但
し
こ
の
詩
は
一
〇
九
三
年
の
作
）
が
宋
一
代
の
盛
世
で
あ
る
と
人
々
が
誉
め
そ
や
す
こ
と
。
こ
の
間
、
宣
仁
太
后
は
年
少
の
哲
宗
を
補
佐
し
つ
つ
、
い
わ
ゆ
る
旧
法
党
の
人
々
と
結
ん
で
、
王
安
石
の
実
施
し
た
新
法
を
ほ
ぼ
廃
止
し
た
（
元
祐
更
化
）。
4
○
蓋
得
一
句　
永
昭
は
、
仁
宗
の
陵
墓
。
原
注
に
よ
れ
ば
、
宣
仁
太
后
は
仁
宗
皇
帝
の
よ
う
に
明
・
仁
の
両
徳
を
兼
ね
そ
な
え
た
人
物
で
あ
り
、
人
々
が
仁
宗
に
対
す
る
と
同
じ
よ
う
に
宣
仁
を
慕
っ
た
こ
と
を
い
う
。
仁
宗
の
治
世
（
一
〇
二
二
―
六
三
）
は
、
最
初
は
章
献
皇
太
后
（
真
宗
の
皇
后
）
に
よ
る
垂
簾
聴
政
を
経
た
が
、
後
に
范
仲
淹
・
富
弼
・
韓
琦
ら
の
名
臣
が
輩
出
し
、
特
に
政
治
改
革
が
行
わ
れ
た
慶
暦
年
間
（
一
〇
四
一
―
四
八
）
は
、「
慶
暦
の
新
政
」
と
称
さ
れ
た
。
5
○
有
作　
こ
と
さ
ら
に
行
う
こ
と
。『
荘
子
』
知
北
遊
篇
に
、「
是
の
故
に
、
至
人
は
為な
す
無
く
、
大
聖
は
作な
さ
ず
と
は
、
天
地
に
観
る
の
謂いい
な
り
」
と
あ
る
。
6
○
無
私　
『
礼
記
』
孔
子
間
居
に
引
く
孔
子
の
言
に
、「
三さん
無む
私し
を
奉
じ
て
以
て
天
下
に
労
す
。
…
…
天
は
私し
覆ふ
無
く
、
地
は
私し
載さい
無
く
、
日
月
は
私し
照しよう
無
し
」（
覆
は
、
お
お
う
意
）
と
あ
る
。
7
○
要
道　
大
事
な
道
。
大
切
な
教
え
。『
孝
経
』
開かい
宗そう
明めい
義ぎ
章
に
、「
先
王
は
至
徳
・
要
道
有
り
て
以
て
天
下
に
順おし
う
」
と
あ
る
。
8
○
家
法　
子
孫
た
る
も
の
の
守
る
べ
き
家
の
お
き
て
。『
宋
書
』
王
弘
伝
に
、「
凡
そ
動どう
止し
・
施し
為い
よ
り
、
書
翰
・
儀ぎ
体たい
に
及
ぶ
ま
で
、
後
人
皆み
な
依
り
て
之
に
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二
六
倣なら
い
、
謂い
い
て
王
太
保
が
家
法
と
為
す
」（
王
太
保
は
王
弘
の
こ
と
）
と
あ
る
。『
蘇
東
坡
詩
集
補
（
一
）』（『
橄
欖
』
第
16
号
）
に
収
め
る
作
品
番
号
〇
八
六
七
の
詩
の
注
を
参
照
。
○
〔
原
注
〕　
4
句
の
注
を
参
照
。
経
筵
は
、
天
子
が
経
書
や
史
書
を
学
ぶ
場
。
宋
代
は
、
侍
講
・
侍
読
な
ど
の
官
が
そ
う
し
た
書
物
を
進
講
し
た
。
論
奏
は
、
上
奏
し
て
論
述
す
る
こ
と
。『
新
唐
書
』
劉
り
ゆ
う
仁じん
軌き
伝
に
、「
河
南
道
安
撫
大
使
任じん
瑰かい　
上
疏
し
て
論
奏
す
る
所
有
り
。
仁
軌
其そ
の
稿
を
見
て
、
為ため
に
数
言
を
竄ざん
定てい
す
」
と
あ
る
。
○
〔
＊
＊
〕　
記
註
は
、
起
居
注
の
こ
と
。
天
子
に
侍
る
史
官
が
、そ
の
言
行
を
記
録
し
た
文
書
。
記
注
に
同
じ
。『
資
治
通
鑑
』
唐
・
文
宗
開かい
成せい
四
年
冬
十
月
の
条
に
、
「
上　
起
居
舎
人
魏ぎ
謨ぼ
に
就つ
き
て
記
注
を
取
り
て
之
を
観み
ん
と
す
」
と
あ
り
、胡
三
省
の
注
に
、「
記
注
は
、即
ち
起
居
注
な
り
」
と
あ
る
。
　
我
ら
が
三
皇
后
は
天
子
を
よ
く
お
助
け
に
な
る
こ
と
こ
の
上
な
く
、
そ
の
ご
功
績
は
漢
朝
よ
り
こ
の
か
た
最
高
の
も
の
。
人
々
は
元
祐
の
御み
代よ
を
本
朝
一
の
盛
時
と
推
す
が
、
け
だ
し
仁
宗
陛
下
の
治
世
慶けい
暦れき
の
全
き
太
平
の
再
来
で
あ
ろ
う
。
　
こ
と
さ
ら
に
何
事
か
を
行
う
の
で
は
聖
人
の
道
に
は
ず
れ
て
し
ま
う
。
私
心
な
く
無
為
に
し
て
国
を
治
め
る
こ
と
こ
そ
天
の
道
な
の
だ
。
お
側
に
侍
る
臣
下
た
ち
と
語
り
合
わ
れ
た
政
治
の
枢
要
は
、
皇
家
の
法
と
し
て
代
々
し
っ
か
り
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
一
九
七
四
（
施
三
四
―
一
四
）
そ
の
二
1　
却
狄
安
諸
夏 
 
  
狄えびす
を
却しりぞ
け
て
諸しよ
夏か
を
安やす
ん
ず
2　
先
王
社
稷
臣 
 
 
先せん
王おう
は
社しや
稷しよく
の
臣しん
3　
固
應
祠
百
世 
 
  
固まこと
に
応まさ
に
百ひやく
世せい
に
祠まつ
る
べ
し
4　
何
止
活
千
人 
 
 
何なん
ぞ
止た
だ
千せん
人にん
を
活い
か
す
の
み
な
ら
ん
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七
5　
定
策
天
知
我 
 
 
策さく
を
定さだ
め
て　
天てん　
我われ
を
知し
れ
り
6　
忘
家
帝
念
親 
 
 
家いえ
を
忘わす
れ
て　
帝てい　
親おや
を
念おも
う
7　
萬
方
何
以
報 
 
 
万ばん
ぽ
う方　
何なに
を
以もつ
て
か
報むく
い
ん
8　
得
疾
爲
勤
民 
 
  
疾やまい
を
得え
た
る
は
民たみ
に
勤つと
む
る
が
為ため
な
り
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
1 
2
○
却
狄
・
先
王
二
句　
北
宋
が
遼
と
澶せん
淵えん
の
盟
約
（
一
〇
〇
四
）
を
結
ん
だ
と
き
、
宣
仁
太
后
の
曽
祖
父
高こう
瓊けい
が
、
当
時
の
宰
相
寇こう
準じゆ
んを
助
け
て
真
宗
の
親
征
を
押
し
進
め
、
宋
側
の
そ
の
強
硬
な
態
度
に
、
遼
が
講
和
を
結
ぶ
を
決
し
た
こ
と
を
い
う
（『
東
都
事
略
』
巻
四
二
）。
諸
夏
は
、
中
国
の
こ
と
。
中
国
内
の
も
ろ
も
ろ
の
国
々
。『
論
語
』
八
佾
篇
に
、「
夷
狄
の
君きみ
有
る
は
、
諸
夏
の
亡な
き
に
如し
か
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。
先
王
は
、魏
王
を
追
贈
さ
れ
た
高
瓊
を
さ
す
。
蘇
轍
が
草
し
た
詔
書
、「
太
皇
太
后
三
代
・
曽
祖
瓊
魏
王
」（『
欒
城
集
』
巻
三
一
）
を
参
照
。
社
稷
は
、
土
地
の
神
と
五
穀
の
神
の
こ
と
で
、
国
家
の
重
要
な
守
り
神
。
引
い
て
、
国
家
そ
の
も
の
を
さ
す
。
社
稷
の
臣
は
、
国
家
の
重
臣
の
こ
と
。『
礼
記
』
檀
弓
下
に
、「
臣
柳りゆう
荘そう
な
る
者
有
り
、
寡
人
の
臣
に
非
ず
、
社
稷
の
臣
な
り
」
と
あ
る
。
3
○
祠
百
世　
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
八
年
に
、「
臣
聞
く
、
盛
徳
は
必
ず
百
世
祀まつ
ら
る
、
と
」
と
あ
る
。
4
○
活
千
人　
『
後
漢
書
』
和わ
熹き
鄧
皇
后
紀
に
、「
常かつ
て
聞
く
に
、
千
人
を
活
か
す
者
は
、
子
孫
封ほう
ぜ
ら
る
る
こ
と
有
り
、
と
。
兄
の
訓くん
（
鄧
皇
后
の
父
）
は
謁えつ
者しや
（
官
名
）
と
為な
り
、
使つかいし
て
石せき
臼きゆう
河が
を
修
し
、
歳
ご
と
に
数
千
人
を
活
か
せ
り
。
天
道
信
ず
可べ
く
ん
ば
、
家　
必
ず
福
を
蒙こうむら
ん
」
と
あ
る
。
5
○
定
策　
天
子
を
立
て
る
に
際
し
、
そ
の
こ
と
を
策
（
ふ
だ
）
に
記
し
て
宗
廟
に
告
げ
る
こ
と
。
引
い
て
、
臣
下
な
ど
が
天
子
を
位
に
つ
け
る
こ
と
を
い
う
。
定
冊
と
も
表
記
す
る
。『
漢
書
』
韓
王
信
伝
に
、「（
韓
増
）
大
将
軍
霍かく
光こう
と
策
を
定
め
て
宣
帝
を
立
つ
」
と
あ
る
。
○
天
知
我　
我
は
、
宣
仁
太
后
を
さ
す
。
神
宗
の
崩
御
に
際
し
、
神
宗
の
第
六
子
で
幼
い
延
安
郡
王
（
後
の
哲
宗
）
を
立
て
、
自
ら
垂
簾
聴
政
を
行
う
こ
と
を
決
し
た
（
病
床
の
神
宗
に
こ
れ
を
告
げ
る
と
首
肯
し
た
と
い
う
。『
宋
史
』
哲
宗
紀
一
）。
そ
の
宣
仁
太
后
の
心
を
、
天
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
一
韓
智
翃
は
、「
哲
宗
ヲ
立
テ
ウ
立
（
テ
）
マ
イ
ト
云
（
フ
）、
エ
イ
ヲ
ウ
（
あ
れ
こ
れ
）
ノ
事
ア
リ
シ
ゾ
。
宣
仁　
天
道
ニ
応
ジ
テ
策
ヲ
定
（
メ
）
テ
哲
宗
ヲ
立
（
ツ
）
ル
コ
ト
ヲ
バ
、天
モ
カ
ガ
メ
テ
知
ル
可
キ
ゾ
」
と
記
す
（『
四
河
入
海
』
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二
八
巻
二
四
の
三
）。
6
○
忘
家
一
句　
忘
家
は
、『
漢
書
』
賈
誼
伝
に
、「
則
ち
人
臣
為た
る
者
は
、
主
の
た
め
に
す
る
の
み
に
し
て
身
を
忘
れ
、
国
の
た
め
に
す
る
の
み
に
し
て
家
を
忘
れ
、公
の
た
め
に
す
る
の
み
に
し
て
私
を
忘
る
」
と
あ
る
。
帝
は
、哲
宗
を
さ
す
。
一
韓
智
翃
は
、
「
宣
仁
ハ
高
氏
ノ
家
ヲ
忘
（
レ
）
テ
、
専
（
ラ
）
哲
宗
ノ
為
ニ
ス
ル
ゾ
。
サ
ル
程
ニ
哲
宗
モ
、
母
ノ
如
（
ク
）
ニ
宣
仁
ヲ
メ
サ
ル
ル
ゾ
」
と
記
す
。
7 
8
○
万
方
・
得
疾
二
句　
万
方
は
、
す
べ
て
の
方
面
。
こ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
民
の
こ
と
。『
尚
書
』
湯とう
誥こう
に
、「
嗟ああ
、
爾なんじ　
万
方
の
有ゆう
衆しゆ
う、
明
ら
か
に
予わ
れ
一
人
の
誥
を
聴
け
」
と
あ
る
。
一
韓
智
翃
は
、「
宣
仁
ハ
万
民
ノ
為
ニ
、
政
ヲ
勤
（
メ
）
テ
御
辛
労
ア
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
疾
ヲ
得
テ
崩
御
ア
ル
程
ニ
、
サ
テ
万
民
ハ
、
何
ヲ
以
テ
此
ヲ
報
答
申
サ
ウ
ゾ
。
罔もう
極きよ
くノ
御
恩
ナ
ル
程
ニ
、
報
ズ
ベ
キ
ヤ
ウ
モ
ア
ル
マ
イ
ゾ
」
と
記
す
。
　
夷
狄
を
退
け
て
中
華
を
安
ん
じ
ら
れ
た
高こう
瓊けい
殿
は
、
ま
こ
と
社
稷
の
臣
。
盛
徳
あ
る
御み
霊たま
は
必
ず
百
代
の
後
ま
で
も
お
祀
り
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
功
績
に
よ
り
救
わ
れ
た
者
は
千
人
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
だ
。
　
今
上
陛
下
を
お
立
て
に
な
っ
た
太
后
様
の
御
心
は
天
の
知
る
と
こ
ろ
。
高
家
の
こ
と
は
忘
れ
て
お
勤
め
に
な
る
ご
様
子
を
、
陛
下
は
母
と
お
ぼ
し
め
す
。
万
民
は
い
か
に
し
て
報
い
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
民
草
の
た
め
立
ち
働
い
て
病
を
得
ら
れ
た
太
后
様
の
御
恩
に
。
一
九
七
五
（
施
三
四
―
一
四
）
再
次
曾
仲
錫
茘
支
再ふた
たび
曽そう
仲ちゆう
錫しや
くが
「
茘れい
支し
」
に
次じ
韻いん
す
1　
柳
花
著
水
萬
浮
萍 
 
 
柳りゆう
花か　
水みず
に
著つ
く　
万ばん
の
浮ふ
萍ひよう
2　
荔
實
周
天
兩
歲
星＊ 
 
 
荔れい
の
実みの
る
こ
と　
周しゆう
天てん　
両りよう
歳さい
星せい
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3　
本
自
玉
肌
非
鵠
浴 
 
 
本も
と
自
お
の
ず
か
ら　
玉ぎよく
肌き　
鵠こく
の
浴よく
す
る
に
非あら
ず
4　
至
今
丹
殼
似
猩
𠛬 
 
 
今いま
に
至いた
る
ま
で　
丹たん
殻かく　
猩しよう
の
刑けい
せ
ら
る
る
に
似に
た
り
5　
侍
郞
賦
詠
窮
三
峽 
 
 
侍じ
郎ろう
が
賦ふ
詠えい　
三さん
峡きよう
を
窮きわ
め
6　
妃
子
煙
塵
動
四
溟 
 
 
妃ひ
子し
が
煙えん
塵じん　
四し
溟めい
を
動うご
か
す
7　
莫
遣
詩
人
說
功
過 
 
 
詩し
人じん
を
し
て
功こう
過か
を
説と
か
し
む
る
莫な
か
れ
8　
且
隨
香
草
附
騷
經 
 
  
且しばら
く
香こう
草そう
に
随したが
い
て
騒そう
経けい
に
附ふ
せ
よ
〔
原
注
〕　
柳
至
易
成
、
飛
絮
落
水
中
、
經
宿
卽
爲
浮
萍
、
荔
支
至
難
長
、
二
十
四
五
年
乃
實
（
柳やなぎ
は
至いた
っ
て
成な
り
易やす
し
、
飛ひ
絮じよ　
水すい
中ちゆ
うに
落お
つ
れ
ば
、
宿しゆくを
経へ
て
即すなわち
浮ふ
萍ひよ
うと
為な
る
。
荔れい
支し
は
至いた
っ
て
長ちようじ
難がた
し
、
二に
十じゆう
四し
五ご
年ねん
に
し
て
乃すなわち
実みの
る
）
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
曽
仲
錫　
本
注
解
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
七
二
の
詩
の
注
を
参
照
。
○
荔
支　
作
品
番
号
一
九
七
二
の
「
曽そう
仲ちゆう
錫しやく
承しよう
議ぎ
が
密みつ
漬し
の
生せい
荔れい
支し
を
食
ら
う
に
次
韻
す
」
で
、
蘇
軾
が
次
韻
し
た
元
の
詩
の
こ
と
。
韻
字
は
萍
・
星
・
刑
・
溟
・
經
で
、
下
平
九
青
の
韻
。
1 
2
○
柳
花
・
荔
実
二
句　
柳
花
は
、
柳
絮
の
こ
と
。
浮
萍
は
、
ウ
キ
ク
サ
。
荔
は
、
茘
枝
。
歳
星
は
木
星
の
こ
と
で
、
天
を
一
周
す
る
の
に
十
二
年
を
要
す
る
。
原
注
に
よ
れ
ば
、
柳
絮
が
水
に
落
ち
る
と
一
晩
で
浮
き
草
に
な
る
の
に
対
し
、
茘
枝
が
実
を
つ
け
る
に
は
二
十
四
、五
年
を
要
す
る
と
い
う
。
陸
佃
『
埤
雅
』
巻
一
六
に
、「
世
に
説
く
な
ら
く
、
楊よう
華か
水
に
入
り
、
化
し
て
浮
萍
と
為な
る
、
と
」
と
あ
る
。
3
○
玉
肌　
白
く
う
る
わ
し
い
肌
。『
抱
朴
子
』
外
篇
巻
一
八
（
擢
才
）
に
、「
乃
ち
埃あい
塵じん
を
白はつ
珪けい
に
播ま
き
、
瘡そう
痏い
を
玉
肌
に
生
ぜ
し
む
る
有
り
」
と
あ
る
。
○
鵠
浴　
『
荘
子
』
天
運
篇
に
、「
夫そ
れ
鵠
は
日
ご
と
に
浴
せ
ず
し
て
白
く
、烏
は
日
ご
と
に
黔くろ
め
ず
し
て
黒
し
」
と
あ
る
（
鵠
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
類
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』
に
よ
れ
ば
、
鵠
の
字
を
鶴
の
字
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
鵠
は
ツ
ル
と
も
解
さ
れ
る
。
今
こ
れ
に
従
う
）。
4
○
丹
殻　
茘
枝
の
赤
い
外
殻
。
○
猩
刑　
猩
は
、
猩
し
よ
う
猩じよう
の
こ
と
。
そ
の
血
は
鮮
や
か
な
赤
色
で
、染
色
に
用
い
ら
れ
た
。『
華
陽
国
志
』
巻
四
（
南
中
志
・
永
昌
郡
）
に
、「
猩
猩
獣
は
能よ
く
言ものいい
、
其
の
血
は
以
て
朱しゆ
罽けい
を
染
む
可べ
し
」
と
あ
る
。
刑
は
、
殺
す
こ
と
。
5
○
侍
郎
一
句　
侍
郎
は
、
白
居
易
の
こ
と
。
唐
の
大
和
二
年
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三
〇
（
八
二
六
）、
五
七
歳
の
と
き
に
刑
部
侍
郎
に
除
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
元
和
一
四
年
（
八
一
九
）
に
白
居
易
は
、
三
峡
の
西
に
位
置
す
る
忠
州
（
四
川
省
）
に
刺
史
と
し
て
赴
任
し
た
。
そ
の
と
き
に
「
郡
中
の
茘
枝
に
題
す
る
詩　
十
八
韻
。
兼
ね
て
万ばん
州しゆ
うの
楊
八
使し
君くん
に
寄
す
」、「
茘
枝
を
種う
う
」、「
茘
枝
楼
に
て
酒
に
対
す
」（
い
ず
れ
も
『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
八
）
な
ど
、
茘
枝
に
関
わ
る
詩
を
詠
じ
て
い
る
。
6
○
妃
子
一
句　
妃
子
は
、
楊
貴
妃
の
こ
と
。『
新
唐
書
』（
后
妃
上
）
楊
貴
妃
伝
に
、「
妃　
荔
支
を
嗜この
み
、
必
ず
生なま
に
し
て
之
を
致
さ
し
め
ん
と
欲
す
。
乃
ち
騎
を
置
き
て
伝
送
し
、走
ら
し
む
る
こ
と
数
千
里
、味
は
未
だ
変
ぜ
ず
し
て
已
に
京
師
に
至
る
」
と
あ
る
。
杜
牧
「
華か
清せい
宮きゆ
うに
過よぎ
る　
絶
句
三
首
」
そ
の
一
（『
樊
川
文
集
』
巻
二
）
に
、「
一
騎
の
紅
塵　
妃
子
笑
う
、
人
の
是
れ
茘
枝
の
来
た
る
を
知
る
無
し
」
と
あ
る
。
四
溟
は
、
四
海
と
い
う
に
同
じ
く
、
天
下
の
こ
と
。
張
協
「
雑
詩　
十
首
」
そ
の
十
（『
文
選
』
巻
二
九
）
に
、
「
雲うん
根こん　
八はつ
極きよ
くに
臨
み
、
雨う
足そく　
四
溟
に
灑そそ
ぐ
」
と
あ
り
、
注
に
高
誘
を
引
い
て
「
四
溟
は
、
四
海
な
り
」
と
い
う
。
7
○
功
過　
い
さ
お
と
あ
や
ま
ち
。
功
罪
。
一
韓
智
翃
は
、「
茘れい
子し　
楽
天
ガ
詩
ニ
入
ル
則とき
ン
バ
、
是
レ
茘
子
ニ
功
有
ル
ナ
リ
。
サ
テ
妃
子
ガ
嗜
好
ニ
供
ス
ル
則
ン
バ
、茘
子
ニ
過とが
有
ル
ナ
リ
」（『
四
河
入
海
』
巻
一
〇
の
三
）
と
記
す
。
8
○
且
随
一
句　
騒
経
は
「
離
騒
経
」、す
な
わ
ち
『
楚
辞
』
屈
原
「
離
騒
」
の
こ
と
。「
離
騒
」
に
は
、作
者
の
徳
を
表
す
も
の
と
し
て
、蘭らん
、蕙けい
、掲けい
車しや
、江こう
離り
な
ど
の
多
く
の
香
草
が
う
た
わ
れ
る
。
一
韓
智
翃
は
、「
茘
子
ノ
功
ト
過
ト
ヲ
云
（
フ
ト
）
テ
無
益
ゾ
。
只
（
ダ
）
此
ノ
茘
子
ヲ
バ
、
香
草
ニ
随
ヘ
テ
、
離
騒
経
ニ
入
レ
タ
ラ
バ
ヨ
カ
ラ
ウ
ゾ
。
離
騒
ニ
ハ
香
草
ヲ
ア
ツ
メ
テ
云
（
フ
）
程
ニ
ゾ
」
と
記
す
。
○
〔
原
注
〕　
1
句
の
注
を
参
照
。
経
宿
は
、
一
夜
を
経
る
こ
と
。
　
柳
絮
が
水
に
落
ち
れ
ば
、
す
ぐ
に
無
数
の
浮
き
草
と
化
す
け
れ
ど
、
茘
枝
の
実
が
な
る
に
は
、
木
星
が
天
を
二
周
す
る
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
る
。
鶴
が
水
浴
び
し
な
く
て
も
白
い
よ
う
に
、
そ
の
玉
の
肌
は
元
々
の
も
の
で
、
殻から
は
殺
さ
れ
た
猩
猩
の
血
で
染
め
た
よ
う
に
、
昔
か
ら
ず
っ
と
真
っ
赤
だ
。
　
刑けい
部ぶ
侍じ
郎ろう
白
居
易
は
、
は
る
か
三
峡
ま
で
旅
し
て
茘
枝
を
詠
じ
た
が
、
そ
の
一
方
で
楊
貴
妃
が
土
煙
を
立
て
て
茘
枝
を
運
ば
せ
た
早
馬
は
、
国
中
を
ゆ
る
が
せ
た
。
い
ま
は
詩
を
つ
く
る
人
に
茘
枝
の
功
罪
を
説
か
せ
る
の
は
や
め
に
し
て
、
ま
ず
は
あ
ま
た
0
0
0
の
香
草
と
一
緒
に
「
離
騷
経
」
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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三
一
一
九
七
六
〜
一
九
七
八
（
施
三
四
―
一
五
〜
一
七
）
次
滕
大
夫
三
首
滕とう
大たい
夫ふ
に
次じ
韻いん
す　
三さん
首しゆ
一
九
七
六
（
施
三
四
‐
一
五
）
雪
浪
石
雪せつ
浪ろう
石せき
1　
太
行
西
來
萬
馬
屯 
 
 
太たい
行こう　
西にし
よ
り
来き
た
り
て
万ばん
馬ば
屯とん
す
2　
勢
與
岱
嶽
爭
雄
尊 
 
  
勢いきお
い
は
岱たい
岳がく
と
雄ゆう
尊そん
を
争あらそ
う
3　
飛
狐
上
黨
天
下
脊 
 
 
飛ひ
狐こ　
上じよう
党とう
は
天てん
下か
の
脊せき
4　
半
掩
落
日
先
黃
昏 
 
 
半なか
ば
落らく
日じつ
を
掩おお
い
て
黄こう
昏こん
に
先さき
ん
ず
5　
削
成
山
東
二
百
郡 
 
 
削けず
り
成な
す　
山さん
東とう
の
二に
百ひやく
郡ぐん
6　
氣
壓
代
北
三
家
村 
 
 
気き
は
代だい
北ほく
の
三さん
家か
村そん
を
圧あつ
す
7　
千
峯
右
卷
矗
牙
帳 
 
 
千せん
峰ぽう　
右ゆう
巻けん
し
て
牙が
帳ちよう
を
矗そび
や
か
し
8　
崩
崖
鑿
斷
開
土
門 
 
 
崩ほう
崖がい　
鑿さく
断だん
し
て
土ど
門もん
を
開ひら
く
9　
朅
來
城
下
作
飛
石 
 
 
朅けつ
来らい
し
て
城じよう
下か
に
飛ひ
石せき
を
作な
し
10　
一
礮
驚
落
天
驕
魂 
 
 
一いつ
砲ぽう　
驚きよう
落らく
す　
天てん
驕きよう
の
魂こん
11　
承
平
百
年
烽
燧
冷 
 
  
承しよう
平へい　
百ひやく
年ねん　
烽ほう
燧すい
冷ひ
や
や
か
に
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三
二
12　
此
物
僵
臥
枯
楡
根 
 
 
此こ
の
物もの　
僵きよう
臥が
す　
枯こ
楡ゆ
の
根もと
13　
畫
師
爭
摹
雪
浪
勢 
 
 
画が
師し　
争あらそ
っ
て
雪せつ
浪ろう
の
勢いきお
い
を
摹うつ
す
も
14　
天
工
不
見
雷
斧
痕 
 
 
天てん
工こう　
見あらわ
さ
ず　
雷らい
斧ふ
の
痕あと
15　
離
堆
四
面
繞
江
水 
 
 
離り
堆たい　
四し
面めん　
江こう
水すい
を
繞めぐ
ら
す
16　
坐
無
蜀
士
誰
與
論 
 
 
坐ざ
に
蜀しよく
士し
無な
し　
誰たれ
と
与とも
に
か
論ろん
ぜ
ん
17　
老
翁
兒
戲
作
飛
雨 
 
 
老ろう
翁おう　
児じ
戯ぎ　
飛ひ
雨う
を
作な
し
18　
把
酒
坐
看
珠
跳
盆 
 
 
酒さけ
を
把と
り
て
坐い
な
が
ら
珠しゆ
の
盆ぼん
に
跳は
ぬ
る
を
看み
る
19　
此
身
自
幻
孰
非
夢 
 
 
此こ
の
身み　
自
お
の
ず
か
ら
幻
ま
ぼ
ろ
し
な
り　
孰いず
れ
か
夢ゆめ
に
非あら
ざ
ら
ん
20　
故
國
山
水
聊
心
存 
 
 
故こ
国こく
の
山さん
水すい　
聊いささ
か
心こころ
に
存そん
す
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
○
滕
大
夫　
施
注
に
よ
れ
ば
、滕
大
夫
の
名
は
興こう
公こう
、海
陵
（
江
蘇
省
）
の
人
で
、こ
の
と
き
定てい
武ぶ
（
定
州
）
の
通
判
で
あ
っ
た
と
い
う
。
馮
応
榴
は
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
元
祐
四
年
十
二
月
辛
丑
の
条
に
見
え
る
、滕
希き
靖せい
と
い
う
人
物
の
こ
と
か
と
い
う
。
宋
・
李り
之し
儀ぎ
に
「
東
坡
の
和
す
る
所
の
滕
希
靖
が
雪
浪
石
詩
、
古
律
各
お
の
一
に
次
韻
す
」
詩
（『
姑
渓
居
士
文
集
』
巻
三
。
こ
の
詩
と
、
作
品
番
号
一
九
七
七
「
同
前
」
詩
に
次
韻
し
た
も
の
）
が
あ
る
こ
と
は
、
馮
応
榴
の
説
を
補
強
す
る
と
思
わ
れ
る
。
大
夫
は
、
文
散
官
の
称
。
○
雪
浪
石　
蘇
軾
に
「
雪
浪
斎
の
銘　
幷
び
に
引
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
一
九
）
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。「
予わ
れ
中
ち
ゆ
う
山ざん
の
後こう
圃ほ
に
於
て
黒
石
の
白
脈
な
る
を
得
た
り
。
孫そん
位い
・
孫そん
知ち
微び
が
画えが
く
所
の
石
間
の
奔
流
の
如
く
、
水
の
変
を
尽
く
せ
り
。
又
た
白
石
を
曲
き
よ
く
陽よう
（
定
州
の
県
名
）
に
得
て
、
大
盆
を
為つく
り
て
以
て
之
を
盛
り
、
水
を
其
の
上
に
激すす
ぎ
て
、
其
の
室
に
名
づ
け
て
雪
浪
斎
と
曰
う
と
（
し
か
）
云
う
」。
孫
位
は
唐
の
画
家
、
孫
知
微
は
宋
の
画
家
で
、
い
ず
れ
も
水
流
の
さ
ま
を
描
く
の
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
蘇
軾
「
画
水
記
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
一
二
）
を
参
照
。
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1
○
太
行　
太
行
山
脈
の
こ
と
。
本
注
解
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
七
〇
の
詩
の
注
を
参
照
。
2
○
岱
岳　
泰
山
の
こ
と
（
太
山
と
も
表
記
す
る
）。
山
東
省
に
あ
る
山
で
、
五
岳
の
一
つ
。
天
子
が
封
禅
の
儀
式
を
行
う
山
で
、
き
わ
め
て
重
い
も
の
、
ま
た
、
人
々
が
仰
ぎ
見
る
も
の
な
ど
に
喩
え
ら
れ
る
。『
淮
南
子
』
墬ち
形けい
訓
に
、「
中
央
の
美
な
る
者
に
、
岱
岳
有
り
」
と
あ
り
、
高
誘
の
注
に
「
岱
岳
は
、
泰
山
な
り
」
と
い
う
。
ま
た
、
司
馬
遷
「
任じん
少しよう
卿けい
に
報
ず
る
書
」（『
文
選
』
巻
四
一
）
に
、「
人　
固もと
よ
り
一いつ
死し
有
り
。
或
い
は
太
山
よ
り
も
重
く
、
或
い
は
鴻こう
毛もう
よ
り
も
軽
し
」
と
あ
る
。
3
○
飛
狐
一
句　
飛
狐
は
、
河
北
省
の
地
名
。『
漢
書
』
酈れき
食い
其き
伝
に
、「
太
行
の
道
を
杜ふさ
ぎ
、
飛
狐
の
口
を
距ふせ
ぎ
、
白
馬
の
津しん
を
守
り
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
要
害
の
地
の
一
つ
。
上
党
は
、
山
西
省
の
地
名
。
宋
代
に
は
隆
徳
府
が
置
か
れ
た
。
天
下
脊
は
、
国
土
の
北
方
に
そ
び
え
立
つ
高
地
や
山
脈
の
こ
と
。『
史
記
』
張
儀
伝
に
、「
常
じ
よ
う
山ざん
の
険
を
席
巻
し
て
、
必
ず
天
下
の
脊
を
折
る
」
と
あ
り
、
索
隠
に
「
常
山
は
天
下
に
於
て
北
に
在
り
、
人
の
背はい
脊せき
の
若ごと
き
こ
と
有
り
」
と
い
う
。
上
党
も
そ
う
し
た
場
所
に
位
置
す
る
と
さ
れ
た
。
鄭てい
亜あ
「
唐
の
丞
相
太
尉
衛
国
公
李り
徳とく
裕ゆう
が
『
会かい
昌しよう
一いつ
品ぴん
制せい
集しゆ
う』
の
序
」（『
唐
文
粋
』
巻
九
一
）
に
、「
上
党
は
天
下
の
脊
に
居お
り
て
、
河
朔
の
喉
に
当
た
れ
り
」
と
あ
る
。
5
○
削
成　
『
山
海
経
』
巻
二
（
西
山
経
）
に
、「（
松
果
の
山
の
）
又
た
西
六
十
里
、
太
華
の
山
と
曰
う
。
削
り
成
し
て
四
方
（
四
角
い
意
）、
其
の
高
き
こ
と
五
千
仞
」
と
あ
る
。
○
山
東
二
百
郡　
王
注
（
趙
次
公
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
山
東
は
太
行
山
脈
の
東
の
地
の
こ
と
。
杜
甫
「
兵
車
行
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
）
に
、「
君
聞
か
ず
や　
漢
家
の
山
東
二
百
州
、
千
村
万
落　
荊けい
杞き
を
生
ず
」
と
あ
る
（
杜
詩
に
い
う
山
東
は
、
華
山
以
東
を
指
す
と
の
説
も
あ
る
）。
6
○
代
北　
代
州
（
山
西
省
）
の
北
方
。
陳
子
昂
「
魏ぎ
大だい
の
従
軍
す
る
を
送
る
」
詩
（『
陳
伯
玉
文
集
』
巻
二
）
に
、「
雁がん
山ざん　
代
北
に
横
た
わ
り
、
狐こ
塞さい　
雲うん
中ちゆ
うに
接
す
」
と
あ
る
。
当
時
の
代
州
は
遼
と
の
国
境
線
付
近
に
あ
っ
た
。
○
三
家
村　
人
家
も
稀
な
辺へん
鄙ぴ
な
村
落
。
唐
・
王
季
友
「
賀が
若じやく
令れい
誉よ
に
代
わ
り
て
沈しん
千せん
運うん
に
贈
る
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
二
五
九
）
に
、「
山
上
の
双
松　
長
く
改
ま
ら
ず
、
百
家　
唯
だ
三
家
村
有
る
の
み
」
と
あ
る
。
大
岳
周
崇
は
、
こ
の
語
が
「
北
虜
」
を
指
す
と
す
る
王
注
（
趙
次
公
）
を
引
く
（『
四
河
入
海
』
巻
八
の
三
）。
7
○
右
巻　
見
な
い
語
だ
が
、
右
を
助
け
る
意
に
と
り
、「
助
け
て
取
り
ま
く
」
と
解
し
て
お
く
。
○
牙
帳　
牙
旗
（
将
軍
の
立
て
る
旗
）
を
立
て
、
と
ば
り
0
0
0
を
張
っ
た
場
所
の
こ
と
で
、
軍
隊
の
本
営
の
こ
と
。
杜
甫
「
董とう
卿けい
嘉か
英えい
に
寄
す
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
四
）
に
、「
聞きく
道なら
く　
君
が
牙
帳
、
防ぼう
秋しゆ
う
　
赤せき
霄しよ
うに
近
し
」
と
あ
る
。
○
矗　
高
く
そ
び
え
立
つ
さ
ま
。
8
○
鑿
断　
切
り
開
く
。『
四
河
入
海
』
の
訓
は
ホ
リ
タ
ツ
テ
。
○
土
門　
『
太
平
寰
宇
記
』（
巻
六
一
）
鎮
州
獲かく
鹿ろく
県
の
条
に
、「
井せい
陘けい
口こう
、
今
は
土
門
口
と
名
づ
く
。
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三
四
県
の
西
南
十
里
に
在
り
」
と
あ
る
。
井
陘
は
、
西
方
か
ら
太
行
山
脈
を
越
え
て
河
北
平
野
に
出
る
道
に
位
置
す
る
軍
事
的
要
衝
。
そ
の
入
口
が
井
陘
口
で
、
漢
の
韓
信
が
趙
を
攻
め
た
と
き
の
主
戦
場
と
な
っ
た
。『
蘇
軾
詩
注
解
補
（
一
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
〇
九
〇
九
の
詩
の
注
を
参
照
。
9 
10
○
朅
来
・
一
砲
二
句　
朅
来
は
、
こ
こ
で
は
来
る
こ
と
。
飛
石
お
よ
び
砲
（
礮
は
砲
の
本
字
）
は
、
石
を
は
じ
き
飛
ば
し
て
敵
を
攻
め
る
武
器
の
こ
と
。
潘
岳
「
閑
居
の
賦
」（『
文
選
』
巻
一
六
）
に
、「
砲
石　
雷らい
の
ご
と
く
駭おどろく
」
と
あ
り
、
李
善
は
「
砲
石
は
、
今
の
抛ほう
石
な
り
」
と
い
い
、『
范はん
蠡れい
兵
法
』
を
引
い
て
、「
飛
石
は
重
き
こ
と
二
十
斤
、
機
の
発
す
る
と
こ
ろ
と
為な
り
、
行
く
こ
と
三
百
歩
」
と
い
う
。
天
驕
は
、
天
に
あ
ま
や
か
さ
れ
て
驕おご
っ
て
い
る
者
の
意
で
、
も
と
は
匈
奴
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
契
丹
を
さ
す
。
『
蘇
東
坡
詩
選
』
に
収
め
る
「
子
由
が
契
丹
に
使つかいす
る
を
送
る
」
詩
の
注
（
二
四
八
頁
）
を
参
照
。
二
句
に
つ
い
て
一
韓
智
翃
は
、「
将
軍
ガ
此
（
ノ
）
城
下
ニ
往
来
シ
テ
、
飛
石
ノ
石いし
弓ゆみ
ヲ
ハ
リ
テ
、
ヒ
ト
タ
ビ
此
ノ
石
弓
ヲ
ハ
ナ
テ
バ
、
天
驕
ノ
匈
奴
モ
魂
ガ
ヌ
ケ
テ
イ
ク
ヤ
ウ
ナ
ゾ
」
と
記
す
。
11
○
承
平　
平
和
な
世
が
長
く
続
く
こ
と
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
五
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
八
一
三
の
詩
の
注
を
参
照
。
○
烽
燧　
の
ろ
し
。
烽
は
昼
、
燧
は
夜
に
あ
げ
る
。『
史
記
』
司
馬
相
如
伝
に
、「
夫そ
れ
辺
郡
の
士
、
烽
挙あ
が
り
燧
燔や
く
と
聞
き
、
皆
な
弓
を
摂と
り
て
馳
せ
、兵
を
荷にな
い
て
走
る
」
と
あ
り
、索
隠
は
韋
昭
を
引
い
て
、「
烽
は
、草
を
束
ね
て
之
を
長
木
の
端
に
置
き
、挈けつ
皋こう
（
火
を
高
く
掲
げ
て
燃
や
す
道
具
）
の
如
く
し
て
、
敵
を
見
れ
ば
則
ち
焼
い
て
之
を
挙
ぐ
。
燧
は
、
薪
を
積
み
、
難なん
有
れ
ば
則
ち
之
を
焚や
く
。
烽
は
昼
を
主
と
し
、燧
は
夜
を
主
と
す
」
と
い
う
（
烽
を
夜
、燧
を
昼
と
す
る
説
も
あ
る
）。
12
○
此
物　
雪
浪
石
の
こ
と
。
一
韓
智
翃
は
、
「
此
ノ
雪
浪
石
ハ
、
其
（
ノ
）
石
弓
ニ
ナ
ツ
タ
石
デ
有
（
ル
）
ゾ
」
と
記
す
。
13
○
雪
浪　
雪
の
よ
う
に
白
い
波
が
し
ら
。「
十
月
二
日
、
将
に
渦か
口こう
に
至
ら
ん
と
す
る
五
里
所ばかり
に
し
て
風
に
遇
い
留
ま
っ
て
宿しゆくす
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
一
二
〇
頁
）
を
参
照
。
14
○
天
工　
天
の
な
す
わ
ざ
。
造
物
者
の
わ
ざ
。
○
雷
斧　
雷
神
が
雷
を
生
ず
る
の
に
用
い
る
斧
。『
唐
国
史
補
』
巻
下
に
、「
或
る
ひ
と
曰
く
、
雷
州
は
春
夏
に
雷
多
く
、
日
と
し
て
之
れ
無
き
は
無
し
。
雷
公　
秋
冬
な
れ
ば
則
ち
池
中
に
伏
す
。
人　
取
り
て
之
を
食
ら
う
に
、
そ
の
状
は
彘てい
（
ブ
タ
）
に
類
す
、と
。
又
た
云
う
、黄
魚
と
同とも
に
食
ら
う
は
、人
皆
な
震
死
す
。
亦
た
雷
斧
・
雷
墨
を
収
得
す
る
者もの
有
り
、
以
て
禁
薬
と
為
す
、
と
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
岳
周
崇
が
王
注
（
趙
次
公
）
を
引
い
て
、「
直た
だ
斧ふ
鑿さく
の
痕
な
ら
ざ
る
を
言
う
耳のみ
。
人
な
れ
ば
則
ち
世
間
の
鉄
斧
を
用
い
、
而
し
て
天
な
れ
ば
則
ち
雷
斧
を
用
う
る
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
雪
浪
石
に
（
天
の
）
細
工
の
痕
跡
が
無
い
こ
と
を
い
う
と
解
す
れ
ば
、
そ
れ
で
足
り
よ
う
。
15
○
離
堆　
秦
の
李り
冰ひよ
うが
築
い
た
都と
江こう
堰えん
（
岷びん
江こう
の
流
れ
を
二
分
す
る
堰せき
の
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五
名
。
四
川
省
に
あ
る
）
に
あ
る
丘
陵
状
の
地
。『
史
記
』
河
渠
書
に
、「
蜀
の
守しゆ
（
李
）
冰　
離
碓0
を
鑿うが
ち
、
沫まつ
水すい
の
害
を
辟さ
け
、
二
江
を
成
都
の
中うち
に
穿うが
つ
」と
あ
る（
集
解
は
晉しん
灼しや
くを
引
い
て
、碓
は
堆
の
古
字
と
い
う
）。
17
○
老
翁
一
句　
韓
「
盆
池　
五
首
」そ
の
一（『
韓
昌
黎
集
』
巻
九
）
に
、「
老
翁　
真しん
箇こ
に
童
児
に
似
た
り
、
水
を
汲
み
盆
を
埋うず
め
て
小
し
よ
う
池ち
を
作
る
」
と
あ
る
。
児
戯
は
、
こ
ど
も
の
遊
び
。
取
る
に
足
り
な
い
こ
と
を
喩
え
て
い
う
。『
史
記
』
絳こう
侯こう
周しゆう
勃ぼつ
世
家
に
、「
曩さ
者き
の
霸はじ
上よう
・
棘きよく
門もん
の
軍
は
、
児
戯
の
若ごと
き
耳のみ
」
と
あ
る
。
飛
雨
は
、
飛
び
散
る
雨
。
張
協
「
雑
詩　
十
首
」
そ
の
二
（『
文
選
』
巻
二
九
）
に
、「
飛
雨
は
朝あしたの
蘭らん
に
灑そそ
ぎ
、
軽けい
露ろ
は
叢むれなす
菊きく
に
棲お
れ
り
」
と
あ
る
。
18
○
珠
跳　
白
居
易
「
三
遊
洞
の
序
」（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
四
三
）
に
、「
但た
だ
水
石
相あい
薄せま
り
、
磷りん
磷りん
鑿さく
鑿さく
と
し
て
、
珠
に
跳
ね
玉
に
濺そそ
ぎ
て
、
耳
目
を
驚
動
せ
し
む
」
と
あ
る
。
19
○
此
身
一
句　
『
金
剛
経
』
応おう
化け
非ひ
真しん
分ぶん
（『
大
正
蔵
』
第
八
巻
）
に
、「
一
切
の
有う
為い
法
は
、
夢
・
幻
・
泡
・
影
の
如
く
、
露
の
如
く
亦
た
電
い
な
ず
まの
如
し
、
応まさ
に
是か
く
の
如
き
観
を
作な
す
べ
し
」
と
あ
る
。
20
○
故
国　
故
郷
の
こ
と
。
杜
甫
「
白
帝
城
に
上のぼ
る　
二
首
」
そ
の
一
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
五
）
に
、「
酔
い
を
取
る　
他
郷
の
客
、
相あい
逢あ
う　
故
国
の
人
」
と
あ
る
。
二
句
に
つ
い
て
一
韓
智
翃
は
、「
此
（
ノ
）
身
ト
云
（
フ
）
モ
ノ
ハ
、
夢
幻
空くう
花げ
ゾ
。
サ
ル
時
ハ
、
此
（
ノ
）
石
ヲ
愛
シ
テ
、
水
ヲ
洒そそ
ギ
テ
、
是
ヲ
以
テ
故
郷
ノ
山
水
ノ
心
ヲ
存
シ
テ
、
楽
シ
ム
事
コ
ソ
ヨ
ケ
レ
ゾ
」
と
記
す
。
　
一
万
頭
も
の
馬
が
西
か
ら
押
し
寄
せ
た
よ
う
な
太
行
山
の
勢
い
は
、
東
方
の
泰
山
と
雄
大
さ
を
競
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
飛ひ
狐こ
・
上じよう
党とう
の
地
は
天
下
の
脊せき
梁りよう
、
西
に
日
が
落
ち
か
か
れ
ば
麓
に
は
真
っ
先
に
黄
昏
が
や
っ
て
く
る
。
き
れ
い
に
削
ら
れ
た
よ
う
に
広
が
る
山
東
の
二
百
郡
か
ら
み
れ
ば
、
代だい
北ほく
の
地
な
ど
は
住
む
人
も
ま
れ
0
0
な
ち
っ
ぽ
け
な
村
に
す
ぎ
な
い
。
　
（
太
行
山
で
は
）
軍
旗
を
高
々
と
掲
げ
る
陣
営
を
、
千
の
峰
が
取
り
巻
い
て
守
り
、
崩
れ
た
が
け
（
の
よ
う
な
斜
面
）
を
切
り
通
し
て
、
土ど
門もん
口こう
が
開
か
れ
て
い
る
。
将
軍
が
そ
こ
に
や
っ
て
き
て
飛
石
の
弾
を
放
て
ば
、
た
だ
の
一
発
で
匈
奴
（
契
丹
）
ど
も
は
度
肝
を
抜
か
れ
る
の
だ
。
　
と
こ
ろ
が
太
平
の
世
が
続
い
た
た
め
に
、
烽
火
が
上
が
る
こ
と
も
な
く
、
こ
の
石
も
枯
れ
た
楡にれ
の
根
元
に
捨
て
置
か
れ
る
ま
ま
に
な
っ
た
。
絵
師
た
ち
は
争
っ
て
雪
の
よ
う
に
白
い
波
が
し
ら
の
勢
い
を
描
く
け
れ
ど
も
、（
こ
の
石
の
模
様
に
）
天
の
工たく
み匠
が
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三
六
雷
い
か
づ
ち
の
斧
を
揮
っ
た
跡
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
つ
い
ぞ
な
く
、（
ま
た
そ
の
模
様
は
）
ま
る
で
離り
堆たい
を
め
ぐ
っ
て
流
れ
く
だ
る
江
水
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
こ
の
場
に
蜀
の
人
が
い
な
い
と
あ
っ
て
は
、
そ
れ
を
論
じ
合
う
こ
と
も
か
な
わ
な
い
。
　
そ
こ
で
こ
の
爺
さ
ん
は
、
子
供
の
ご
と
く
戯
れ
て
そ
こ
に
飛
び
散
る
雨
を
降
ら
せ
、
酒
杯
を
と
っ
て
真
珠
の
し
ず
く
が
鉢
に
跳
ね
る
の
を
じ
っ
と
な
が
め
る
。
こ
の
身
こ
の
世
の
夢
ま
ぼ
ろ
し
な
る
は
自
明
の
こ
と
、
故
郷
の
山
水
を
し
ば
し
心
に
留
め
置
く
を
よ
し
と
し
よ
う
。
 
（
担
当　
西
岡　
淳
）
